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夫
れ
十
息
散
乱
す
れ
ば
九
乳
の
鳧
鐘
響
き
を
発
せ
ず
、
一
心
成
ぜ
ざ
れ
ば

百
錬
の
鸞
鏡
影
を
浮
か
べ
ず
。
且
く
『
金
剛
頂
経
』
に
云
く

(1)、

我
れ
及
び
一
切
の
衆
生
、
生
死
を
離
れ
て
大
涅
槃
処
に
至
る
こ
と
を

得
。
諸
の
聖
者
の
相
好
具
足
し
て
如
来
位
に
居
る
が
如
き
は
、
い
か
ん

が
当
に
願
を
得
べ
き
。
阿
闍
梨
、哀
愍
し
て
示
誨
せ
よ
。
其
の
阿
闍
梨
、

此
の
弟
子
勝
法
を
与
う
る
に
堪
え
た
る
こ
と
を
知
ら
ば
、
当
に
告
げ
て

言
う
べ
し
。
汝
が
請
す
る
所
の
如
き
は
、
我
れ
今
仏
の
教
え
た
ま
う
所

に
依
り
て
、
能
く
汝
に
授
与
す
べ
し
。
当
に
一
心
に
諦
聴
し
て
心
に
散

乱
す
る
こ
と
な
か
る
べ
し
。
若
し
散
乱
せ
ば
、
一
切
如
来
及
び
金
剛
薩

埵
加
持
し
た
ま
わ
ざ
る
所
な
り
。
已上

又
た
、『
毘
盧
遮
那
経
の
疏
』
第
十
一
に
曰
く

(2)、

常
楽
坐
禅
、
楽
作
成
就
と
は
、
真
言
門
の
中
に
於
て
心
一
境
に
住
し
て

散
乱
せ
ざ
る
な
り
。
字
を
観
じ
、
声
と
本
尊
と
種
子
と
を
観
ず
る
が
如

き
は
、
随
い
て
一
事
に
於
て
心
外
縁
せ
ざ
れ
ば
即
ち
能
く
大
成
就
を

得
。
若
し
心
散
乱
有
れ
ば
、
設
い
無
量
劫
中
を
経
て
成
就
を
欲
求
す
れ

(1)  『
金
剛
頂
経
』（
正
蔵
一
八
・
二
四
九
上
）。 

(2) 

一
行
『
毘
盧
遮
那
経
疏
』（
正
蔵
三
九
・
六
九
三

中
）。 



ど
も
尚
し
不
可
得
な
り
。
何
に
况
ん
や
一
生
に
法
利
を
得
ん
や
。
已上 

同
第
十
に
曰
く

(3)、

心
を
し
て
此
の
境
に
住
せ
し
め
、
一
縁
に
し
て
不
乱
な
れ
ば
字
字
相
応

し
句
句
亦
た
相
応
す
。
此
の
一
一
の
字
は
明
白
浄
徹
な
る
こ
と
浄
明
珠

の
如
し
。
一
一
の
字
皆
な
又
た
明
了
に
し
て
遍
く
光
鬘
有
り
て
次
第
に

断
ぜ
ず
、
而
も
、
其
の
心
を
注
ぐ
こ
と
甘
露
の
灌
灑
す
る
が
如
し
。
是

の
如
く
一
縁
な
る
時
は
た
と
い
種
種
の
障
り
起
る
こ
と
有
り
て
或
い
は

大
可
畏
の
像
ち
を
作
す
。
諸
の
散
心
の
人
は
、
見
る
者
狂
乱
し
、
或
い

は
大
声
を
作
す
。
た
と
い
山
王
な
り
と
も
、
亦
た
破
砕
し
つ
べ
し
。
是

の
如
き
の
事
有
り
と
も
、
行
者
、
真
の
踴
健
の
菩
提
の
心
に
住
し
て
一

縁
不
動
に
し
て
取
捨
有
る
こ
と
無
し
。
故
に
一
見
に
住
す
と
名
づ
く
。

若
し
是
の
如
く
せ
ざ
る
者
は
経
年
を
経
て
千
万
落
又
を
誦
満
す
と
雖
も

猶
お
成
就
す
る
こ
と
を
得
ず
。
何
况
ん
や
一
落
又
を
や
。
已上 

同
第
七
に
曰
く

(4)、

若
し
但
だ
口
に
真
言
を
誦
し
て
其
の
義
を
思
惟
せ
ざ
れ
ば
、
只
だ
世
間

の
義
利
を
成
す
べ
し
。
豈
に
金
剛
体
性
を
成
ず
る
こ
と
を
得
ん
や
。
故

(3) 

一
行
『
毘
盧
遮
那
経
疏
』（
正
蔵
三
九
・
六
八
八

中
）。 

(4) 

一
行
『
毘
盧
遮
那
経
疏
』（
正
蔵
三
九
・
六
五
七

下
）。 



に
偈
に
云
く
。
最
勝
の
真
実
声
は
真
言
と
真
言
の
相
と
行
者
諦
か
に
思

惟
せ
ば
不
壊
句
を
成
ず
る
こ
と
を
得
已上 

と
。

抑
そ
も
そ
も

瑜
伽
の
行
人
、
自
ら
傷
歎
し
て
言
く

(5)、

我
等

適
ち
ゃ
く
ち
ゃ
く、
人
界
の
生
を
受
け
て
六
根
具
足
の
身
分
を
保
つ
こ
と
を

得
。
剰
え
仏
法
の
縁
に
逢
い
て
三
密
瑜
伽
の
教
旨
を
聴
聞
す
る
こ
と
、

針
芥
相
い
投
る
が
ご
と
く
亀
木
の
自
ら
遇
う
に
似
た
り
。
し
か
る
に
無

始
の
業
障
未
だ
除の
ぞ
こ
ら
れ
ず
、
真
実
の
信
解
立
し
難
し
。
茲
に
因
り
て
口

に
三
三
平
等
の
文
を
唱
う
と
雖
も
深
く
自
他
の
簡
別
を
存
し
、
耳
に
空

空
無
著
の
詞
を
聞
く
と
雖
も
、
実
有
の
慮
想
の
み
に
纒ま
つ

は
れ
る
。

適
ち
ゃ
く
ち
ゃ
く

道
場
を
排お
し
の

け
て
善
業
を
修
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
或
時
は
昏
す
。
昏

す
れ
ば
睡
眠
に
入
る
。
或
時
は
散
す
。
散
す
れ
ば
塵
境
を
縁
す
。
昏
散

の
二
病
若
し
除
か
ず
ん
ば
想
観
の
一
縁
、
何
ぞ
成
ず
る
こ
と
を
得
ん
。

之
れ
に
依
り
て
倉
中
の
珍
衣
は
寒
を
防
ぐ
に
由
無
く
、
箱
底
の
妙
薬
は

毒
を
去
る
こ
と
得
る
こ
と
難
し
云云
と
。

爰
に
吾
が
宗
の
散
称
は
然
ら
ず
。
是
れ
則
ち
下
至
十
声
の
本
誓
の
尅
果
す

る
所
な
れ
ば
三
学
式
内
の
通
談
の
及
ば
ざ
る
所
な
り
。
曰
く
敢
て
問
う
。
曰

(5)  

出
典
未
詳
。



く
。
二
宗
各
々
其
の
一
を
談
じ
て
異
す
る
こ
と
無
し
。『
般
舟
讃
』
に
曰
く

(6)、

定
善
の
一
門
は
韋
提
請
す
。
散
善
の
一
行
は
釈
迦
開
し
た
ま
う
。
定
散

倶
に
廻
す
れ
ば
宝
国
に
入
る
。
即
ち
是
れ
如
来
の
異
の
方
便
な
り
已上
と
。

夫
れ
散
称
往
生
の
高
判
は
啻
た
だ
た
だ

一
家
不
共
の
別
談
の
み
に
あ
ら
ず
。
又
た
、

天
台
大
師
三
箇
処
の
秘
釈
に
出
で
た
り
。
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
来
問
せ
よ
。
又

た
、
大
智
律
徳
の
云
く

(7)、

復
た
理
事
行
殊
に
定
散
機
異
な
り
と
雖
も
、
皆
浄
業
を
成
じ
て
尽
く
往

生
す
る
こ
と
を
得
。
然
ら
ざ
れ
ば
則
ち
無
記
の
妄
縁
、
定
ん
で
虚
福
を

成
す
の
み
。
乃至 

称
名
は
易
き
が
故
に
相
続
す
れ
ば
即
ち
生
ず
」已上
と
。

又
た
智
覚
禅
師
の
『
神
捿
安
養
の
賦
』
に
云
く

(8)、

散
心
を
運
ん
で
化
生
す
。
上
、
一
生
の
帰
命
に
至
り
、
下
、
十
念
の
廻

向
に
至
る
ま
で
、
並
に
往
生
を
得
る
こ
と
経
文
具
に
載
す
。
並
に
是
れ

散
心
の
修
善
な
り
。
法
華
経
に
、
若
し
、
人
、
散
乱
の
心
に
し
て
塔
廟

の
中
に
入
り
、
一
た
び
南
無
仏
と
称
せ
ば
、
皆
已
に
仏
道
を
成
ず
と
云

う
が
如
し
云云 

と
。

又
た
、
楞
厳
の
先
徳
の
云
く

(9)、

(6) 

善
導
『
般
舟
讃
』（
浄
全
四
・
五
四
六
上
）。 

(7) 

元
照『
阿
弥
陀
経
義
疏
』（
浄
全
五
・
六
八
三
上
）。 

(8) 

一
部
、
延
寿
『
楽
邦
文
類
』（
正
蔵

四
七
・
二
一
四
下
）
に
引
く
。 



問
う
。
理
観
を
修
せ
ず
し
て
只
だ
一
仏
の
名
号
を
称
す
る
の
人
、
往
生

を
得
ん
や
不
や
。
如
何
。
答
う
。
亦
た
、
往
生
す
る
こ
と
を
得
べ
き
な

り
。
彼
の
繁
念
定
生
の
願
に
も
、
未
だ
理
観
を
修
せ
よ
と
云
わ
ず
。
聖

衆
来
迎
の
誓
い
は
只
だ
是
れ
至
心
の
称
名
な
り
。
夫
れ
、
名
号
の
功
徳

は
莫
大
な
る
を
以
て
の
故
な
り
。
所
以
に
空
仮
中
の
三
諦
、
法
報
応
の

三
身
、
仏
法
僧
の
三
宝
、
三
徳
、
三
般
若
、
此
の
如
き
等
の
一
切
の
法

門
悉
く
阿
弥
陀
に
三
字
に
摂
す
。
故
に
其
の
名
号
を
唱
う
れ
ば
、
即
ち

八
万
法
蔵
を
誦
し
、
三
世
の
仏
身
を
持
つ
な
り
。
纔
か
に
弥
陀
仏
を
称

念
す
る
に
、
冥
に
此
の
諸
の
功
徳
を
備
う
る
こ
と
、
猶
し
丸
香
の
一
分

を
焼
く
に
衆
香
悉
く
熏
じ
、
大
海
の
一
渧
に
浴
す
れ
ば
衆
河
の
水
を
用

ゆ
る
が
如
く
な
る
の
み
。
故
に
慈
恩
の
曰
く
、
諸
仏
の
願
行
は
此
の
果

名
を
成
ず
。
但
だ
能
く
号な

を
念
ず
る
に
具
に
衆
徳
を
包
ぬ
。
故
に
大
善

と
成
り
て
往
生
を
廃
せ
ず 

云云 

と
。
是
れ
を
以
っ
て
散
心
に
念
仏
し
て

極
楽
に
往
生
す
る
こ
と
、
昔
よ
り
今
に
至
る
ま
で
其
の
数
幾
ば
く
ぞ
や

何
ん
。
其
の
中
に
梁
朝
に
一
僧
あ
り
。
名
を
雄
俊
と
曰
う
。 
乃
至
広
く
彼
の

縁
を
引
け
り

 

散
心
の
念
仏
、
誠
に
深
妙
な
る
を
や
。
智
解
胸
に
満
つ
る
の
人
す
ら
猶

(9)  

源
信
『
観
心
略
要
集
』（
日
仏
全
三
一
・
一
八
〇

上
）。



お
理
観
に
堪
え
ず
。
况
ん
や
尼
女
在
俗
は
只
だ
俊
先
の
蹤
を
追
う
べ

し
。
彼
の
浴
す
る
こ
と
必
ず
し
も
江
海
に
あ
ら
ず
、
之
れ
垢
を
去
け
ん

こ
と
を
要
す
。
馬
は
必
ず
し
も
騏
驥
に
あ
ら
ず
、
之
れ
善
く
走
ら
ん
こ

と
を
要
す
と
云
う
が
如
し
。
念
仏
必
ず
し
も
理
観
に
あ
ら
ず
、
之
れ
往

生
せ
ん
こ
と
を
要
す
。
散
乱
の
中
の
念
仏
な
り
と
雖
も
、
只
だ
誠
心
を

用
ゆ
れ
ば
必
ず
遂
に
引
接
を
蒙
る
已上 

と
。

又
た
、
道
生
法
師
の
辞
世
の
頌
に
曰
く

(10)、「
西
方
の
聖
衆
、
現
に
来
り
て
神

を
迎
う
。
散
心
の
念
仏
、
功
妙
な
る
こ
と
測
り
難
し
」
已上 

と
。
夫
れ
諸
教
の

散
心
は
唯
だ
来
縁
を
結
び
、
念
仏
の
散
乱
は
正
し
く
直
脱
を
成
ず
。
学
者
自

ら
商
量
せ
よ
。
原
れ
ば
夫
れ
、
超
世
別
願
殊
勝
の
尊
号
は
、
恒
沙
の
万
徳
を

含
み
、
森
羅
の
諸
法
を
納
む
。
至
れ
る
か
な
。
極
れ
る
か
な
。
限
り
無
く
私

無
し
。
譬
え
ば
太
虚
の
衆
色
を
含
し
、
渤
澥
の
群
流
を
納
む
る
が
如
し
。
所

以
に
設
い
散
心
の
持
誦
と
雖
も
、
三
有
の
流
れ
に
逆
ら
い
て
七
宝
の
台
に
坐

す
。
其
の
散
功
の
絶
妙
な
る
こ
と
、
宛
も
栴
檀
樹
を
破わ

る
に
厥そ

の
叚き

れ

猶
お
是

れ
珍
宝
な
る
が
如
く
、
又
た
薬
王
樹
を
削
る
に
其
の
柹
こ
け
ら

亦
た
即
ち
霊
薬
な
る

(10)  

戒
珠
（
仮
託
）『
往
生
浄
土
伝
』
巻
上
（
真
福
寺

善
本
叢
刊
『
伝
記
験
記
集
』
第
二
期
第
六
巻
、

四
六
〇
～
四
六
一
）。



に
似
た
り
。
大
に
夫か

の
聖
道
の
修
者
の
十
気
調
わ
ざ
れ
ば
、
二
悉
成
ぜ
ざ
る

こ
と
珠
玉
砕
き
て
珍た
か
ら

に
非
ず
。
錦
繍
裂
け
て
服
に
あ
ら
ず
と
云
う
に
は
異
な

り
。
学
者
商
量
せ
よ
。
請
い
問
う
。
曰
く
。
散
心
称
名
の
功
妙
難
測
に
し
て
、

声
念
す
る
毎
に
即
往
正
業
を
成
ず
る
こ
と
、
譬
え
ば
大
地
を
射
る
に
箭
箭
悉

く
地
面
に
中
り
、
生
命
を
受
く
る
も
の
念
念
に
皆
死
路
に
近
づ
く
が
如
し
。

更
に
違
失
無
し
。
修
者
、
信
行
し
て
累
外
に
独
歩
せ
よ
。
婆
沙
論
一
百
八
に

云
く

(11)、「
応
に
此
の
無
常
想
を
修
し
、
永
く
諸
漏
を
尽
く
し
て
般
涅
槃
す
べ

し
」已上 

と
。
夫
れ
散
心
称
名
の
行
人
、
縦
い
業
王
の
所
繁
を
被
る
と
雖
も
、

三
字
尊
号
の
大
智
を
有
す
る
が
故
に
、
善よ能
く
業
王
の
忸
械
の
難
苦
を
解
脱

す
。
余
行
の
人
は
是
れ
に
反
す
。
智
者
省
察
せ
よ
。
南
無
阿
弥
陀
仏
。

墳
籍
仏
説
勝
第
三
十
一

夫
れ
慧
文
は
『
中
論
』
を
得
て
以
て
自
ら
四
教
三
観
の
義
を
立
て
、
天
台

は
『
妙
経
』
を
釈
し
て
以
て
独
り
自
解
仏
乗
の
旨
を
宣
ぶ
。
之
れ
を
以
て
之

れ
を
観
れ
ば
、
円
宗
の
縑け
ん

緗し
ょ
うは

人
説
と
謂
つ
べ
し
。
吾
が
家
の
章
疏
は
然
ら

ず
。
高
祖
大
師
自
ら
霊
相
を
挙
出
し
て
云
く

(12)、

(11) 

玄
奘
訳
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』（
正
蔵

二
七
・
五
五
八
中
）。 

(12)  

善
導
『
観
経
疏
』（
浄
全
二
・
七
二
下
）。



於す
な
わ即

ち
義
門
を
条
録
す
。
此
れ
よ
り
已
後
、
毎
夜
夢
中
、
常
に
一
僧
有

り
。
来
た
り
て
玄
義
科
文
を
指
授
す
已上
と
。 

祖
師
上
人
、
之
れ
を
受
け
て
云
く

(13)、

就な
か
ん
ず中
く
、
毎
夜
夢
中
に
僧
有
り
て
玄
義
を
指
授
す
。
僧
は
恐
ら
く
は
是

れ
弥
陀
の
応
現
な
ら
ん
。
爾
ら
ば
謂
い
つ
べ
し
。
此
の
疏
は
是
れ
弥
陀

の
伝
説
な
り
と
。
何
に
况
ん
や
。
大
唐
相
い
伝
え
て
云
く
、
善
導
は
是

れ
弥
陀
の
化
身
な
り
と
。
爾
ら
ば
謂
い
つ
べ
し
。
又
た
、
此
の
文
は
是

れ
弥
陀
の
直
説
な
り
と
。
既
に
写
さ
ん
と
欲
せ
ん
者
、
一も
っ
ぱ
ら
経
法
の
如

く
せ
よ
と
云
う
。
此
の
言
、
之
れ
誠
な
る
か
。
仰
ぎ
て
本
地
を
討
ぬ
れ

ば
四
十
八
願
の
法
王
な
り
。
十
劫
正
覚
の
唱
え
、
念
仏
に
憑
み
有
り
。

俯
し
て
垂
迹
を
訪
え
ば
専
修
念
仏
の
導
師
な
り
。
三
昧
正
受
の
語こ
と
ば

、
往

生
に
疑
い
無
し
。
本
迹
異
な
り
と
雖
も
化
導
は
其
れ
一
な
り
と
。
云云

学
者
知
ん
ぬ
べ
し
。
儒
士
言
え
る
こ
と
有
り
。
倣
え
ば
長
ぶ
べ
か
ら
ず
。
欲

は
縦
ほ
し
い
ま
まに
す
べ
か
ら
ず
。
志
は
満
つ
べ
か
ら
ず
。
楽
は
極
む
べ
か
ら
ず
。
楽

は
極
む
べ
か
ら
ず
と
は
、
楽
を
極
む
れ
ば
哀
を
生
ず
。
欲
は
縦
に
す
べ
か
ら

ず
と
は
、欲
を
縦
に
す
れ
ば
災
い
を
成
ず
と
。
忽
ち
に
無
常
若
し
来
逼
せ
ば
、

(13)  

法
然
『
選
択
集
』（
昭
法
全
三
四
九
）。 



精
神
錯
乱
し
て
始
め
て
驚
忙
す
。
万
事
の
家
生
、
皆
な
捨
離
し
専
心
に
発
願

し
て
西
方
に
向
か
え
。
南
無
阿
弥
佗
仏
。

　
　

他
家
推
称
勝
第
三
十
二

夫
れ
南
三
北
七
は
教
法
の
浅
深
を
論
じ
て
以
て
自
宗
を
高
ぶ
り
、
且
つ
玉

泉
玉
華
は
一
三
の
権
実
を
諍
い
て
以
て
他
宗
を
沮
む
。
爰
こ
に
吾
が
別
意
弘

願
の
宗
教
は
、
是
れ
即
ち
釈
尊
出
世
の
本
懐
、
弥
陀
済
凡
の
秘
術
な
る
を
以

て
の
故
に
諸
家
の
棟
梁
一
同
に
之
れ
を
推
称
し
、
他
門
の
関
鍵
満
遍
に
之
れ

を
歎
勧
す
。
静
か
に
以
れ
ば
、
千
峯
の
華
山
に
朝
す
る
は
其
の
高
岳
な
る
を

以
て
な
り
。
万
泒
の
滄そ
う

溟め
い

に
粛
す
る
は
、
其
の
深
広
な
る
を
以
て
な
り
。
凡

そ
物
の
高
深
の
徳
有
る
者
は
称
誉
し
て
の
来
た
れ
る
所
以
か
。
夫
れ
一
天
の

英
髦
は
悉
く
手
を
拍う

ち
て
吾
が
堂
上
に
群
し
、
四
読
の
賢
哲
は
皆
な
舌
を
鳴

ら
し
て
我
が
門
前
に
市
す
。
毛も
う

嬙し
ょ
う

西せ
い

施し

は
善
く
毀
る
者
も
其
の
好か
お
よ
き
を
蔽

す
こ
と
能
わ
ず
と
は
、
蓋
し
此
の
謂
い
な
る
も
の
か
。
且
く
、
天
台
大
師
は

円
宗
の
高
祖
、
等
妙
の
大
聖
な
り
。
其
の
『
観
経
の
疏
』
に
曰
く

(14)「
二
蔵
に

義
を
明
か
さ
ば
菩
薩
蔵
に
収
め
、
漸
頓
悟
入
に
は
此
れ
即
ち
頓
教
な
り
」已上

(14)  

智
顗
『
観
経
義
疏
』（
浄
全
五
・
二
〇
四
下
）。



と
。 

又
た
、
浄
影
大
師
の
『
観
経
の
疏
』
に
云
く

(15)「
此
の
経
は
是
れ
菩
薩
蔵

に
収
め
、
又
た
頓
教
の
法
輪
な
り
」
已上
と
。
又
た
、
慈
恩
大
師
の
『
弥
陀
経

通
讃
』
に
曰
く

(16)「
此
の
経
は
、
一
心
不
乱
に
し
て
十
念
専
精
な
れ
ば
便
ち
浄

土
に
往
く
。
頓
に
濁
世
を
抛な
げ
う
つ
は
即
ち
頓
教
の
所
収
な
り
」
已上
と
。
夫
れ
浄

影
は
地
摂
二
宗
の
高
祖
、
慈
恩
は
応
理
円
成
の
祖
師
な
り
。
然
る
に
彼
の
二

哲
、
善
く
昆
弟
と
為
り
て
志
を
一
に
し
、
力
を
戮あ
わ

せ
て
浄
教
を
褒
讃
す
る
こ

と
叮て
い

嚀ね
い

慇い
ん

懃ぎ
ん

な
り
。
知
る
べ
し
。
弘
願
の
別
典
、
聖
道
の
通
教
に
勝
れ
た
る

こ
と
を
。
加
之
ず
、智
者
の
『
十
疑
』
の
自
力
他
力
の
対
判
、基
公
の
『
要
決
』

の
三
乗
浄
土
の
比
挍
、
尤
も
他
家
推
称
の
成
証
に
備
う
べ
し
。

亦
た
、
嘉
祥
大
師
は
空
門
三
論
の
宗
匠
、
歴
劫
侍
仏
の
名
徳
な
り
。
其
の

『
観
経
の
義
疏
』
に
曰
く

(17)、

問
う
。
念
仏
三
昧
は
何
の
因
あ
っ
て
か
、
此
の
如
き
の
多
罪
を
滅
す
る

こ
と
を
得
る
や
。
解
し
て
云
く
、
仏
に
無
量
の
功
徳
あ
り
。
仏
の
無
量

の
功
徳
を
念
ず
る
が
故
に
無
量
の
罪
を
滅
す
る
こ
と
を
得
已上
と
。

霊
芝
の
『
義
疏
』
に
曰
く

(18)、

須
く
信
ず
べ
し
。
他
力
を
憑
む
に
非
ざ
れ
ば
業
惑
を
截
る
に
以
て
期
無

(15)  

慧
遠
『
観
経
義
疏
』（
浄
全
五
・
一
七
〇
上
）。

(16) 

基
『
阿
弥
陀
経
通
賛
疏
』（
正
蔵
三
七
・
三
三
一

上
）。

(17)  

吉
蔵
『
観
経
義
疏
』（
浄
全
五
・
三
四
五
上
）。

(18) 

元
照
『
阿
弥
陀
経
義
疏
』（
正
蔵
三
七
・
三
五
六

中
）。



く
、
此
の
門
に
遇
わ
ず
ば
生
死
を
脱
す
る
に
路
無
け
ん
。
聞
持
、
頗
る

衆
し
て
正
し
く
時
縁
に
摂か
な

え
り
已上 

と
。

同
師
の
『
観
経
の
疏
』
に
委
し
く
頓
教
法
輪
の
相
を
判
ぜ
り
。
知
ら
ん
と
欲

せ
ば
之
い
て
見
よ
。
又
た
、
智
覚
禅
師
の
『
万
善
同
帰
集
』
に
曰
く

(19)、

当
に
知
る
べ
し
。
自
行
は
円ま
ど
か
に
す
る
こ
と
難
く
、
他
力
は
就な

り
易
し
。

劣
士
の
輪
王
の
勢
に
附
き
て
四
天
に
飛
遊
し
、
凡
質
の
仙
薬
の
功
を
仮

り
て
三
島
に
昇
騰
す
る
が
如
し
。
実
に
易
行
の
道
と
為
り
て
、
疾
く
相

応
す
る
こ
と
を
得
と
。
慈
旨
叮
嚀
な
り
。
須
く
肌
骨
に
銘
ず
べ
し
已上 

と
。

又
た
云
く

(20)「
隻
翼
沖
し
難
く
、
孤
輪
運
に
あ
ら
ず
」
已上
と
。
又
た
、
同
禅
師

の
頌
に
曰
く

(21)、

禅
有
り
て
浄
土
無
き
は
、十
人
に
九
は
蹉
路
す
。
陰
境
若
し
現
前
せ
ば
、

瞥に
わ
か爾
と
し
て
他
に
随
い
て
去
り
な
ん
。
禅
無
く
し
て
浄
土
有
れ
ば
万
修

は
万
人
な
が
ら
去
る
。
伹
だ
弥
陀
を
見
た
て
ま
つ
る
こ
と
を
得
ば
、
何

ぞ
開
悟
せ
ざ
る
こ
と
を
愁
え
ん
。
禅
無
く
浄
土
無
き
は
鉄
床
に
并た
い

ら
に

銅
柱
と
、
万
劫
と
千
生
、
箇
人
の
依
護
没
し
、
禅
有
り
浄
土
有
る
は
猶

し
角
を
載
け
る
虎
の
如
し
。
現
世
に
は
人
師
と
為
り
、
来
生
に
は
仏
租

(19) 

延
寿『
万
善
同
帰
集
』（
正
蔵
四
八
・
九
六
八
中
）。 

(20) 

延
寿
『
万
善
同
帰
集
』（
正
蔵
四
八
・
九
七
〇
中
）。

(21) 

出
典
未
詳
。
大
祐
『
浄
土
指
帰
集
』（
卍
続
蔵

六
一
・
三
七
九
中
）
な
ど
、
後
代
の
文
献
に
引
用

あ
り
。



と
作
る
已上 

と
。

夫
れ
寿
公
大
禅
師
は
孰
れ
の
宗
の
人
ぞ
や
。
是
れ
豈
に
宗
門
の
標
準
に
し
て

内
外
同
じ
く
達
し
、
禅
家
の
白
眉
と
し
て
宗
説
倶
に
通
ぜ
る
大
禅
徳
に
非
ず

や
。
然
る
に『
帰
集
』の
文
、分
明
に
一
頌
の
言
炳へ
い
え
ん焉
た
り
。
爰
こ
に
知
ん
ぬ
。

仏
心
宗
の
学
者
有
り
て
、
浄
土
門
の
教
法
を
歎
ず
と
い
う
こ
と
を
。

抑そ
も
そ
もも

小
子
、
別
意
弘
願
の
宗
旨
に
就
き
て
他
家
推
称
の
一
門
を
成
立
せ

し
の
時
、
或
る
禅
伯
難
じ
て
曰
く
、
他
家
推
称
の
義
は
唯
だ
局
り
て
吾
が
禅

門
の
み
に
在
り
。
謂
所
る
須
弥
金
翅
の
相
対
有
り
て
以
て
禅
教
の
高
卑
を
詳

勘
し
、

爽
白
日
の
批
判
を
致
し
て
以
て
宗
乗
の
差
異
を
顕
す
等
、
是
れ
則

ち
吾
が
門
の
他
家
推
称
の
義
な
り
。
然
る
に
今
、
浄
土
門
の
他
家
推
称
の
義

を
聞
け
ば
、
諸
家
の
賢
哲
有
り
て
他
力
の
教
法
を
褒
讃
す
と
雖
も
未
だ
要
ら

ず
し
も
自
他
比
対
の
評
量
有
ら
ず
。
若
し
爾
ら
ば
、
論
師
の
所
立
、
更
に
成

立
せ
ざ
る
者
な
り
云云
と
。
旹と
き

に
小
子
答
え
て
曰
く
、
此
の
難
、
非
な
り
。
夫

れ
玉
泉
寺
の
『
十
疑
』
の
中
に
自
他
二
力
を
立
て
て
自
力
を
貶け
な

し
て
他
力
を

歎
し
、
玉
華
宮
の
『
要
決
』
の
文
に
三
乗
浄
土
を
挙
げ
て
三
乗
を
捨
て
て
浄

土
を
取
る
。
又
た
永
明
寺
の
『
帰
集
』
の
文
に
、
自
行
は
円
に
し
難
く
他
力



は
就
り
易
し
の
高
判
有
り
。
是
れ
尤
も
自
力
の
心
印
を
毀
り
て
他
力
の
往
生

を
讃
ず
る
の
意
な
り
。
凡
そ
他
家
の
英
雄
等
、
浄
教
を
歎
ず
る
毎
に
皆
な
悉

く
相
対
の
比
判
あ
り
て
、全
く
独
歎
特
称
の
義
無
き
者
な
り
。
若
し
爾
ら
ば
、

大
和
尚
の
難
破
、
甚
だ
当
た
ら
ず
と
為
す
云云
と
。

旹
に
彼
の
大
禅
師
、
頷
許
し
て
服
膺
す
。
抑
西
施
が
堂
上
に
は
招
か
ざ
れ

ど
も
、
華
夷
の
男
、
争
い
逐し
た
が

い
、
葛
華
の
門
に
は
前
に
は
召
は
は
ざ
れ
ど
も

癭
瘵
の
人
投
帰
す
。
聖
王
言
わ
ざ
れ
ど
も
万
国
竸
う
て
王
に
帰
し
、
巨
壑
思

わ
ざ
れ
ど
も
千
流
各
朝
宗
す
。
富
士
呼
ば
ざ
れ
ど
も
乏
人
集
ま
る
。
智
者
之

れ
を
黙
す
れ
ど
も
童
朦
聚
る
。
明
鑑
瑩
き
て
、
浄
き
則
は
妍
蚩
の
像
も
之
れ

に
現
じ
、
清
水
澄
み
て
湛
な
る
則
は
大
小
の
相
之
れ
に
影う
つ

る
。
蒼
天
心
無
け

れ
ど
も
万
有
之
れ
に
容
る
。
黄
地
念
い
無
け
れ
ど
も
百
草
之
れ
よ
り
出
づ
。

之
れ
を
以
て
之
れ
を
観
ず
れ
ば
、
千
傑
の
真
宗
を
讃
え
る
は
、
霊
徳
の
高
妙

な
る
を
以
て
の
故
な
り
。

問
う
て
曰
く
、
天
台
を
依
憑
と
す
る
の
師
、
十
家
あ
り
。
禅
門
を
推
称
す

る
の
人
、
六
輩
あ
り
。
若
し
爾
ら
ば
、
他
家
推
称
の
一
門
、
未
だ
必
ず
し
も

浄
土
一
宗
の
秀
句
に
も
あ
ら
ず
。
如
何
ん
。



答
え
て
曰
く
、
彼
の
天
台
の
十
師
は
、
只
だ
是
れ
許
諾
の
依
憑
の
み
に
し

て
、
未
だ
三
止
三
観
の
妙
行
を
修
せ
ず
。
禅
門
の
六
家
は
、
亦
た
即
ち
碑
銘

の
伝
録
に
し
て
教
外
別
伝
の
心
印
を
提
せ
ず
。
吾
が
浄
土
は
之
れ
を
大
い
に

懸
隔
せ
り
。
所
謂
る
諸
家
の
英
雄
、
快
く
之
れ
に
帰
嚮
し
て
解
脱
の
捷
径
を

憑
み
、
他
門
の
高
識
、
逞
こ
こ
ろ
よく
之
れ
を
推
称
し
て
出
離
の
要
路
と
定
む
。
讃
じ

て
取
ら
ざ
る
と
歎
じ
て
依
行
す
る
と
優
劣
判
然
た
り
。
学
者
心
を
畱と

め
よ
。

曰
く
敢
え
て
問
う
。
曰
く
、
百
家
帰
嚮
し
て
皆
な
西
刹
に
詣
で
、
他
門
の

推
称
し
て
悉
く
安
養
に
往
く
こ
と
、
此
の
義
、
僧
史
諸
伝
の
文
、
炳
焉
な
り
。

誰
か
之
れ
を
諍
う
べ
け
ん
や
。
但
だ
し
浄
影
等
の
一
両
に
於
て
は
少
在
属
無

に
し
て
、
以
て
難
と
為
る
に
足
ら
ず
。
彼
の
六
輩
十
家
の
全
て
に
依
行
せ
ざ

る
と
江
淮
諸
英
の
信
楽
勤
修
す
る
と
其
の
義
、
不
同
な
り
。
敢
え
て
混
淆
す

る
こ
と
莫
し
。
又
た
啻
だ
漢
朝
の
諸
家
、
浄
教
を
毘
讃
す
る
の
み
に
匪
ず
。

日
域
の
諸
宗
、
皆
な
悉
く
浄
土
を
指
帰
し
て
往
生
を
欣
求
す
。
所
謂
る
聖
徳

太
子
、
行
基
菩
薩
、
鋻
真
和
尚
、
伝
教
大
師
、
慈
覚
大
師
、
智
証
大
師
、
護

命
僧
正
、
慈
慧
大
師
、
安
慧
和
尚
、
慧
亮
和
尚
、
相
応
和
尚
、
伝
灯
大
法
師
、

善
議
静
観
僧
正
、
壱
演
僧
正
、
空
也
上
人
、
浄
蔵
貴
所
、
源
信
僧
都
、
覚
運



僧
正
、
遍
照
僧
正
、
覚
超
僧
都
、
増
賀
上
人
、
寛
印
供
奉
、
長
和
法
親
王
、

元
杲
僧
都
、
永
観
律
師
、
覚
鎫
上
人
、
勝
覚
僧
正
、
道
範
闍
梨
、
珍
海
已
講
、

静
遍
僧
都
等
是
れ
な
り
。
此
等
の
大
師
先
徳
、
皆
な
遮
那
大
教
の
領
袖
、
止

観
上
乗
の
眼
目
、
二
蔵
八
不
の
達
士
、
八
識
三
性
の
英
髦
な
り
。
然
る
に
啻

だ
著
述
有
り
て
浄
土
を
褒
讃
す
る
の
み
に
匪
ず
。
正
し
く
西
方
に
往
生
し
て

仏
道
を
増
進
す
る
者
な
り
。
其
の
末
塵
、
誰
か
之
れ
に
遵
わ
ざ
ら
ん
者
か
。

原
ぬ
る
に
夫
れ
、
西
方
の
教
行
は
法
滅
百
歳
の
時
に
至
る
ま
で
利
物
衰
減
せ

ざ
る
こ
と
は
、
諸
師
称
誉
の
来
た
れ
る
所
以
か
。

問
う
て
曰
く
、
大
本
の
下
に
説
か
く

(22)、「
我
れ
慈
悲
哀
愍
を
以
て
特
り
此

の
経
を
畱
め
て
止
住
す
る
こ
と
百
歳
な
ら
ん
」
と
。
之
れ
を
以
て
之
れ
を
観

ず
れ
ば
、
遐
代
の
利
物
は
唯
だ
是
れ
釈
尊
の
大
慈
大
悲
よ
り
起
き
て
、
全
く

他
家
推
称
の
故
に
は
非
ざ
る
者
か
。

答
え
て
曰
く
、
四
依
の
諸
家
、
皆
な
浄
土
を
推
称
す
る
こ
と
は
、
是
れ
偏

え
に
牟
尼
大
我
の
教
令
を
奉
る
に
由
り
て
然
な
り
。『
経
』
に
曰
く

(23)、「
則
ち

如
来
の
使
な
り
。
如
来
に
遣
わ
さ
れ
て
、
如
来
の
事
を
行
ず
」
已
上
と
。
亦

た
天
台
の
韶
国
師
、
漢
の
乾
祐
中
に
康
師
の
墳
塔
を
新
た
に
す
。
是
れ
亦
た

(22) 『
無
量
寿
経
』（
浄
全
一
・
三
六
）。

(23) 『
法
華
経
』（
正
蔵
九
・
三
〇
下
）。



他
門
の
高
僧
の
浄
土
の
祖
師
を
崇
重
す
る
の
義
の
み
。
古
え
に
曰
く

(24)「
百
足

の
虫
、
死
に
至
る
ま
で
僵た
お

れ
ざ
る
こ
と
は
之
れ
を
扶
く
る
者
衆お
お

け
れ
ば
な

り
」已上
。
此
れ
は
我
が
浄
教
の
多
衆
の
推
称
に
依
り
て
法
滅
百
蔵
の
時
に
至

る
ま
で
、
利
益
、
更
に
殄て
ん
め
つ滅
せ
ざ
る
こ
と
を
謂
う
か
。
於あ
あ

宜
べ
な
る
か
な
。

夫
れ
群
聖
の
称
讃
す
る
と
こ
ろ
、
諸
徳
の
帰
祟
す
る
所
、
唯
だ
吾
が
門
の
み

已
に
在
り
て
、
余
に
非
ず
。
爰
こ
に
諸
宗
の
末
塵
有
り
て
、
遠
く
は
本
師
牟

尼
の
遺
教
に
違
い
し
、
近
く
は
自
門
高
祖
の
厳
訓
を
背
き
て
、
多
く
浄
教
を

廃
し
て
、
恣
に
麁
行
と
訇
る
。
師
資
違
反
の
過
、
其
れ
如い

か

ん
之
何
。
若
し
人
有

り
て
、
浄
教
に
於
て
須
臾
も
毀
謗
を
加
え
、
刹
那
も
訕
誹
を
加
え
ば
、
現
世

に
は
其
の
命
を
終
え
る
こ
と
を
得
べ
か
ら
ず
。
当
来
に
は
姜
里
を
出
づ
る
こ

と
を
得
べ
か
ら
ず
。
学
者
、
慎
み
て
浄
教
を
毀
訕
す
る
こ
と
莫
か
れ
。

『
法
華
』
に
云
く

(25)、

深
く
世
楽
に
著
し
て
慧
心
有
る
こ
と
無
し
。
三
界
は
安
き
無
き
こ
と
、

猶
お
し
火
宅
の
如
し
。
衆
苦
充
満
し
て
甚
だ
怖
畏
す
べ
し
。
常
に
生
老

病
死
の
憂
患
有
り
て
、
是
の
如
き
等
の
火
、
熾
然
と
し
て
息
ま
ず
已上
と
。

夫
れ
吾
が
弥
陀
覚
王
因
位
の
時
、
六
八
の
願
門
を
立
て
て
三
祇
の
起
行
を
励

(24)  

出
典
未
詳
。 

(25)  『
法
華
経
』（
正
蔵
九
・
一
四
下
）。



ま
す
。
其
の
体
た
る
や
、
木
叉
の
舟
舫
を
浮
か
べ
て
、
而
済
乎
愛
海
の
群
類

を
済
わ
れ
た
し
。
般
若
の
慧
灯
を
挑
み
て
迷
倒
の
凡
愚
を
導
く
。
実
に
是
れ

善
巧
殊
特
に
し
て
、
方
便
竒
夷
な
り
。
此
等
の
大
善
を
以
て
三
字
の
尊
号
に

摂
め
、
普
く
一
切
衆
生
に
施
す
。
南
無
阿
弥
陀
仏
。

　
　

兼
学
褒
讃
勝
第
三
十
三

夫
れ
百
川
の
巨
海
に
帰
す
る
は
水
中
の
長
な
れ
ば
な
り
。
鱗
介
の
亀
竜
に

宗
す
る
は
甲
鱗
の
王
な
れ
ば
な
り
。
原た
づ

ぬ
る
に
夫
れ
立
宗
の
法
は
他
宗
の
上

に
居
ら
ん
こ
と
を
望
み
已
必
す
。
讃
教
の
風
は
自
ら
定
ん
で
余
家
の
下
に
立

た
ん
こ
と
を
辞
す
。
設
い
諸
宗
を
兼
学
す
る
こ
と
有
り
と
雖
も
、
猶
お
本
宗

を
以
て
、
以
て
根
本
と
為
す
。
兼
宗
を
以
て
、
以
て
枝
末
と
為
す
。
所
以
に

清
涼
国
師
の
禅
門
を
兼
ね
ん
や
。
心
印
を
以
て
頓
教
に
属
し
、
一
行
禅
師
の

妙
経
を
褒
め
ん
や
。
円
談
を
以
て
顕
宗
に
属
す
。
且
つ
亦
た
三
論
宗
の
嘉
祥

大
師
、
法
相
宗
の
智
周
大
師
等
、
五
重
玄
義
を
依
憑
し
て
『
戒
経
』『
仁
王
』

を
釈
す
と
雖
も
、
未
だ
円
宗
、
二
蔵
教
に
勝
れ
り
と
言
わ
ず
。
亦
た
台
教
、

三
時
教
に
超
え
た
り
と
も
立
て
ず
。
又
た
華
厳
宗
の
慧
苑
、
通
玄
、
天
台
の



四
教
に
影
嚮
す
れ
ど
も
、
未
だ
自
家
の
五
教
に
超
ゆ
と
判
ぜ
ず
。
大
仏
頂
宗

の
惟
懿
、『
摩
訶
止
観
』
を
依
用
す
れ
ど
も
我
門
の
仏
頂
に
勝
れ
り
と
も
定

め
ず
。
此
の
例
、
一
に
非
ず
。
羅
縷
に
遑
あ
ら
ず
。
然
る
に
吾
が
宗
は
然
ら

ず
。
他
家
、
称
誉
す
る
毎
に
皆
な
諸い
ず

れ
を
自
宗
の
上
に
置
き
て
、
以
て
昆
讃

を
致
す
。

且
ら
く
禅
門
の
清
了
禅
師
の
云
く

(26)、

死
心
の
新
和
尚
、
天
衣
の
懐
禅
師
、
長
蘆
の
頤
禅
師
、
円
照
の
本
禅
師
、

南
岳
の
慧
思
禅
師
、
法
照
禅
師
、
浄じ
ん
ず慈
の
大
通
本
禅
師
、
天
台
の
懐
玉

禅
師
、
梁
の
道
珍
禅
師
、
毗
陵
の
法
真
禅
師
、
唐
の
道
綽
禅
師
、
浄
慈

の
靄
禅
師
、
皆
な
宗
門
の
大
匠
と
し
て
已
に
不
空
、
不
有
の
法
を
悟
れ

ど
も
、
志
を
乗
せ
て
浄
業
に
孜
孜
た
る
こ
と
は
浄
業
の
見
仏
の
宗
門
よ

り
も
簡
易
な
る
に
非
ざ
る
こ
と
を
得
ん
や
已上
と
。

亦
た
法
相
の
慈
恩
大
師
の
云
く

(27)、

夫
れ
以
れ
ば
、
生
ま
れ
て
像
季
に
居
り
、
聖
を
去
る
こ
と
斯
れ
遥
か
な

り
。
道
、
三
乗
に
預
か
れ
ど
も
契
悟
す
る
に
方の
り

無
し
。
人
天
の
両
位
は

躁
動
と
し
て
安
か
ら
ず
。
智
博
く
、
情
こ
こ
ろ

弘
き
は
、
能
く
久
し
く
処
す
る

(26) 

出
典
未
詳
。
天
如
惟
則
『
浄
土
或
問
』（
正
蔵

四
七
・
二
九
三
下
）
に
類
似
文
あ
り
。

(27) 

基
『
西
方
要
決
』（
正
蔵
四
七
・
一
一
〇
上
）。



に
堪
え
た
り
。
若
し
也ま

た
識
痴お
ろ

か
に
行
浅
き
は
、
恐
ら
く
は
幽
塗
に
溺

れ
ん
。
必
ず
須
ら
く
、
娑
婆
に
遠
跡
を
神
を
浄
域
に
栖
わ
し
む
べ
し

已上
。

又
た
云
く

(28)「
末
法
万
年
に
余
経
悉
く
滅
す
る
と
も
、
弥
陀
の
一
教
は
物
を
利

す
る
こ
と
偏
増
な
ら
ん
」
已上
と
。

抑そ
も
そ
も「

浄
業
見
仏
簡
易
宗
門
」
の
言
、
且
つ
「
道
預
三
乗
無
方
契
悟
之
談
」、

且
つ
学
著
自
ら
商
量
せ
よ
。
又
た
天
台
大
師
、
竜
女
が
証
入
を
判
じ
て
真
因

に
属
し
、
韋
提
の
得
忍
を
釈
し
て
は
初
住
と
定
め
た
も
う
。
然
る
に
『
法

華
(29)』
に
は
「
智
慧
利
根
得
陀
羅
尼
」
と
曰
い
、
且
つ
『
観
経

(30)』
に
は
「
心
想

羸
劣
未
得
天
眼
」
と
曰
う
。

小
師
、
今
二
経
の
現
文
に
依
り
て
夫
人
、
竜
女
の
利
鈍
の
差
降
を
詳
勘
せ

ば
、
天
、
懸
か
な
る
者
な
り
。
若
し
爾
ら
ば
、
天
台
の
高
判
の
意
、
豈
に
『
観

経
』
の
下
に
『
法
華
』
を
置
き
、
一
乗
の
上
に
六
字
を
居す

え
た
る
に
非
ず
や
。

夫
れ
和
漢
の
先
蹤
を
尋
ね
て
判
教
の
旧
例
を
案
ず
る
に
、
諸
宗
兼
学
の
英
髦

も
且
ら
く
一
宗
を
挙
揚
す
る
の
時
は
褒
貶
の
言
を
出
だ
し
て
、
各
お
の
お
の

毀
讃
の

文
を
著
わ
す
。
所
謂
る
五
大
院
の
和
尚
の
云
く

(31)、

(28) 

基
『
西
方
要
決
』（
正
蔵
四
七
・
一
〇
九
中
）。

(29) 『
法
華
経
』（
正
蔵
九
・
三
五
中
）
趣
意
。

(30) 『
観
無
量
寿
経
』（
浄
全
一
・
三
九
）。

(31) 『
菩
提
心
論
見
聞
』（
正
蔵
七
〇
・
三
七
下
）



若
し
与
え
て
之
れ
を
論
ぜ
ば
、
円
教
の
初
心
、
真
言
の
凡
夫
、
同
じ
く

如
来
秘
密
の
境
界
は
、
真
俗
円
融
、
万
法
一
如
な
り
と
知
り
、
同
じ
く

五
十
二
位
を
経
て
、
同
じ
く
即
身
成
仏
を
得
。
若
し
奪
う
て
之
れ
を
論

ぜ
ば
、
円
人
の
初
心
は
但
だ
理
観
を
知
り
て
、
事
密
を
知
ら
ず
。
乃
至
、

初
住
に
は
但
だ
理
仏
を
証
し
て
曼
茶
羅
に
非
ず
。
妙
覚
を
説
く
と
雖

も
、
行
法
を
説
か
ず
。
故
に
「
惟
真
言
法
中
即
身
成
仏
故
是
説
三
摩
地

法
於
諸
教
中
闕
而
不
書
」
と
云
う
已上
と
。

又
た
山
王
院
の
大
師
の
云
く

(32)「
竜
女
は
三
密
の
方
便
を
知
る
が
故
に
速
疾
に

成
仏
し
、
身
子
は
三
密
の
方
便
を
知
ら
ざ
れ
ば
久
長
に
成
仏
す
」
已上
と
。
又

た
慈
覚
大
師
の
『
教
王
経
疏
』
に
曰
く

(33)、

或
る
大
乗
経
に
は
見
証
を
明
か
す
と
雖
も
、
但
だ
理
に
し
て
事
無
し
。

或
る
大
乗
経
に
は
粗ほ
ぼ

真
言
印
契
を
明
か
す
と
雖
も
、
支
分
具
さ
な
ら

ず
、
仏
意
を
尽
く
さ
ず
已上
と
。

又
た
曰
く

(34)、「
三
密
の
結
要
は
余
経
に
説
か
ず
。
五
智
の
奥
玄
は
此
の
『
経
』

に
独
述
す
。『
法
華
』
の
奥
旨
、
尚
お
及
ば
ず
。
何
に
况
ん
や
自
余
の
教
え

を
や
」
已上
と
。

(32)  

円
珍
『
法
華
論
記
』
か
、
出
典
未
詳
。

(33)  

円
仁
『
金
剛
頂
大
教
王
経
疏
』（
正
蔵
六
一
・
九

下
）。

(34)  

円
仁
『
金
剛
頂
大
教
王
経
疏
』（
正
蔵
六
一
・
七

下
）。



此
等
ら
の
大
師
、
先
徳
は
皆
な
遮
那
止
観
を
以
て
鳥
の
双
翼
と
為
し
、
法

華
、
真
言
を
以
て
車
の
両
輪
と
為
し
た
ま
え
り
。
然
り
と
雖
も
、
真
言
を
褒

讃
す
る
の
日
は
顕
宗
を
以
て
密
乗
の
下
に
置
け
る
者
な
り
。
吾
が
浄
土
門
は

然
ら
ず
。
夫
れ
二
道
兼
稟
の
英
雄
と
為
し
て
、
九
品
浄
土
の
玄
旨
を
激
揚
す

る
の
時
は
、
難
行
易
行
を
対
判
し
て
、
難
行
を
貶
め
て
、
易
行
を
褒
め
、
自

力
他
力
を
比
挍
し
て
、
自
力
を
捨
て
他
力
に
帰
す
。
其
の
例
、
一
に
非
ざ
れ

ば
、
縷
説
す
る
に
遑
あ
ら
ず
。
抑
そ
も
そ
も

昔
よ
り
未
だ
曽
て
見
ざ
る
所
な
り
。
諸

師
解
釈
の
中
に
聖
道
の
宗
旨
を
宣
揚
す
る
の
日
、
持
名
の
妙
行
を
嗤
う
て
権

乗
の
麁
行
に
属
す
る
と
は
、
兼
学
褒
讃
、
実
に
以
え
有
る
か
な
。
啻
だ
赤
県

神
州
の
人
師
の
判
教
の
み
に
匪
ず
。
月
国
、
竺
土
の
大
士
の
論
説
も
亦
た
爾

な
り
。
学
者
自
ら
知
れ
。
抑
そ
も
そ
も

我
が
門
の
行
者
等
、
須
ら
く
芭
蕉
の
身
体
を

猒
い
て
、
芙
蕖
の
託
生
を
欣
う
べ
き
の
み
。
南
無
阿
弥
陀
仏
。

　
　

釈
文
降
魔
勝
第
三
十
四

夫
れ
以
ん
み
れ
ば
、
一
乗
の
真
文
は
速
や
か
に
魑
魅
の
厄
難
を
払
い
、
随

求
の
一
字
は
善
く
具
縛
の
魂
識
を
済
う
。
是
れ
則
わ
ち
諸
仏
の
密
語
、
如
来



の
金
言
な
る
所
以
な
り
。
人
師
の
釈
文
に
於
い
て
は
未
だ
嘗
て
其
の
例
を
聞

か
ず
。
然
る
に
吾
が
高
祖
の
釈
文
は
八
葉
の
幽
峯
に
在
て
は
、
邪
鬼
の
首
を

落
と
し
、
九
重
の
洛
城
に
於
い
て
は
、
疫
神
の
頭
を
破
る
。
然
れ
ば
則
わ
ち
、

六
十
余
州
中
の
尊
卑
は
一
偈
を
怖
畏
の
門
に
掛
け
、
補
陀
落
山
下
の
群
人
は

災
殃
を
乾
坤
の
外
に
払
う
。
問
う
て
曰
く
、
今
言
う
が
如
き
は
実
に
是
れ
奇

特
か
、
抑
も
亦
た
奇
異
か
。
請
う
、
其
の
文
を
見
て
無
上
の
信
心
を
増
長
し

成
就
せ
ん
。
如
何
ん
。
答
う
。『
般
舟
讃
』
に
曰
く

(35)、

門
門
不
同
に
し
て
八
万
四
為
る
は
無
明
と
果
と
業
因
と
を
滅
せ
ん
が
為

な
り
。
利
劔
は
即
わ
ち
是
れ
弥
陀
の
号
、
一
声
称
念
す
れ
ば
罪
皆
除
く

已上
と
。

此
れ
其
の
霊
験
、
難
思
の
解
釈
な
り
。
問
う
て
曰
く
、
此
の
文
の
霊
威
、
唯

だ
従
上
四
種
の
事
に
局
る
か
。
如
何
ん
。
答
え
て
曰
く
、
亦
た
之
れ
有
り
。

武
州
の
頼
高
、
丹
州
の
氏
女
、
奥
州
の
俊
快
、
高
野
の
行
阿
、
摂
州
の
信
男
、

太
原
の
翁
婆
、
八
瀬
の
童
子
、
論
主
小
僧
、
東
関
の
霊
験
、
又
た
普
甲
の
児

童
、
成な
り
あ
い相

の
小
僧
、
江
州
の
下
女
等
は
皆
、
上
の
四
句
之
偈
を
唱
え
て
魔
魅

の
難
患
を
去
く
。
此
の
以
外
、
無
量
の
勝
利
を
聞
く
と
雖
も
、
名
を
失
す
る

(35)  

善
導
『
般
舟
讃
』（
浄
全
四
・
五
三
一
上
）。



が
故
に
、
是
に
註
せ
ざ
る
の
み
。
問
う
て
曰
く
、
此
の
四
句
の
文
の
中
に
如

何
な
る
妙
義
を
明
か
せ
ば
無
窮
の
霊
徳
を
施
す
や
。
答
え
て
曰
く
、
此
の
文

は
広
く
三
道
有
支
の
始
終
を
断
て
二
種
の
生
死
の
愛
河
を
渡
り
、
干
将
利
劔

の
尊
号
を
持
て
九
品
浄
刹
の
彼
岸
に
詣
で
る
の
義
相
を
明
か
す
が
故
に
、
無

量
の
勝
徳
を
具
し
て
万
瑞
の
霊
験
を
顕
す
も
の
な
り
。
問
う
て
曰
く
、
其
の

義
如
何
ん
。
答
え
て
曰
く
、
今
具
に
之
を
評
判
せ
ん
。
所
謂
る
「
門
門
不
同

八
万
四
」
と
言
う
は
偏
小
権
大
、
顕
実
密
実
、
教
外
別
伝
等
の
諸
法
門
を
指

す
。
即
わ
ち
能
治
の
法
薬
な
り
。「
為
滅
無
明
果
業
因
」
と
は
十
二
因
縁
の

因
果
を
指
す
。
即
わ
ち
所
治
の
疾
瘵
な
り
。
此
の
二
句
十
四
字
は
是
れ
広
く

聖
道
の
機
法
を
摂
す
る
な
り
。
次
に
「
利
劔
即
是
弥
陀
号
」
と
は
尊
号
の
利

用
を
以
て
、
竜
泉
の
徳
能
に
譬
う
。
次
に
「
一
声
称
念
罪
皆
除
」
と
は
正
し

く
称
名
滅
罪
の
相
を
顕
す
。
此
れ
即
わ
ち
弥
陀
本
願
の
玄
極
を
談
話
し
、
釈

尊
出
世
の
本
懐
を
顕
示
す
る
な
り
。
然
れ
ば
則
わ
ち
此
の
四
句
二
十
八
字
は

広
く
三
世
諸
仏
の
教
意
を
摂
し
、
妙
に
聖
道
浄
土
の
二
門
を
包
み
ぬ
。
実
に

是
れ
「
一
字
含
千
理
即
身
証
法
如

(36)」
と
謂
い
つ
べ
し
。
此
れ
等
の
妙
義
を
含

容
す
る
が
故
に
現
悉
を
望
む
の
彙
い
は
多
く
此
の
名
文
を
持
し
、
往
生
を
求

(36)  

空
海
『
般
若
心
経
秘
鍵
』（
正
蔵
五
七
・
一
二
下
）。



む
る
の
輩
は
皆
、
此
の
判
釈
に
依
る
。
於あ
あ

、
望
む
者
は
家
毎
に
所
願
を
成
じ
、

求
む
る
者
は
人
毎
に
忽
ち
に
仏
迎
を
感
ず
。
孰
れ
の
輩
か
祟
重
し
、
散
華
し

て
父
母
に
事
う
る
が
如
く
に
せ
ざ
ら
ん
や
。
何
れ
の
彙
い
か
頂
載
し
燒
香
し

て
帝
釈
に
事
う
る
が
如
く
に
せ
ざ
ら
ん
。
居
む
者
を
や
。
問
う
て
曰
く
、
今

具
に
解
釈
の
霊
験
を
聞
き
て
信
心
を
増
長
せ
り
。
重
ね
て
句
句
の
深
義
を
示

せ
。
之
れ
を
聞
き
て
解
了
を
生
せ
ん
。
答
え
て
曰
く
「
八
万
四
」
と
は
『
大

集
経
』
に
曰
く

(37)、

一
一
の
衆
生
に
八
万
四
千
の
諸
行
有
り
。
皆
能
く
了
知
す
。
所
謂
る
貪

欲
の
行
に
二
万
一
千
、
瞋
恚
の
行
に
二
万
一
千
、
愚
痴
の
行
に

二
万
一
千
、
等
分
の
行
に
二
万
一
千
あ
り
。
是
れ
を
八
万
四
千
の
諸
行

と
す
。
一
一
の
衆
生
に
皆
是
の
行
有
り
。
若
し
広
く
説
か
ば
則
わ
ち
無

量
の
行
有
り
。
一
一
の
行
相
門
の
中
に
八
万
四
千
の
諸
根
有
る
こ
と
を

知
り
、
一
一
の
根
門
の
中
に
八
万
四
千
種
の
差
別
有
る
こ
と
を
知
る
已上

と
。

又
た
、『
報
恩
経
』
に
云
く

(38)、「
衆
生
に
八
万
四
千
の
煩
悩
有
り
。
之
れ
を

対
治
せ
ん
が
為
に
、
八
万
四
千
の
法
門
有
り
」
已上
」
と
。
又
た
真
諦
師
に
一

(37)  『
大
方
等
大
集
経
』（
正
蔵
一
三
・
一
〇
二
中
）。

(38)  

出
典
未
詳
、良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
浄
全
二
・

一
二
五
上
）
に
同
文
あ
り
。



解
有
り
。
繁
に
依
り
て
載
せ
ざ
る
の
み
。
無
明
と
は
過
去
の
二
囚
な
り
。
果

と
は
現
在
の
五
果
な
り
。
業
因
と
は
現
在
の
三
因
な
り
。
現
在
の
三
因
を
舉

げ
て
未
来
の
両
果
を
顕
す
。
故
に
此
の
両
句
二
七
字
は
広
く
十
二
縁
起
の
相

を
明
す
な
り
。

問
て
曰
く
、
十
二
縁
起
と
は
其
の
相
如
何
。

答
て
曰
く
、
且
く
『
大
方
等
大
集
経
』
に
云
く

(39)。

若
し
我
れ
悪
の
衆
生
に
於
て
悲
を
修
習
す
る
こ
と
能
ず
ん
ば
当
に
是
の

人
の
八
種
の
苦
相
を
観
ず
べ
し
。
生
苦
乃
至
死
苦
な
り
乃至
。
云い

何か

な
る

か
名
づ
け
て
生
苦
を
観
ず
と
為
す
。
業
因
縁
に
於
従
り
て
、
父
母
和
合

し
て
初
め
て
意
識
を
受
く
。
歌
羅
羅
の
時
は
其
の
身
猶
し
葶
藶
子
許
り

の
如
し
。
是
の
時
未
だ
入
出
の
気
息
あ
ら
ず
。
亦
た
苦
と
楽
と
不
苦
と

不
楽
と
を
学
知
せ
ず
、
先
の
色
相
を
離
れ
て
、
未
だ
後
の
色
を
具
せ
ず
。

力
無
く
欲
無
く
精
進
有
る
こ
と
無
く
、
上
色
、
上
姓
、
上
自
在
の
相
を

憍
慢
す
る
こ
と
有
る
こ
と
無
く
、
五
欲
の
相
無
し
。
諸
根
具
せ
ず
、
如

の
是
き
の
衆
生
、
我
れ
当
に
云
何
が
憐
愍
を
生
ぜ
ざ
る
べ
き
。
如
の
是

き
の
衆
生
の
過
去
の
愛
取
を
名
づ
け
て
無
明
と
為
す
。
過
去
の
業
有
之

(39)  『
大
方
等
大
集
経
』（
正
蔵
一
三
・
一
六
九
上
～

下
）。



れ
を
名
づ
け
て
行
と
為
す
。
初
め
て
胎
に
入
る
心
、
之
れ
を
名
づ
け
て

識
と
為
す
。
歌
羅
羅
の
中
の
初
色
四
陰
を
名
づ
け
て
名
色
と
為
す
。
是

の
時
未
だ
十
二
有
支
を
具
せ
ず
、
因
縁
を
生
ず
る
を
以
て
の
故
に
。

十
二
因
縁
有
り
と
説
く
べ
し
。
衆
生
如
の
是
し
。
何
ぞ
智
者
有
り
て
憐

愍
を
生
ぜ
ざ
ら
ん
。
歌
羅
羅
の
時
、
住
す
る
こ
と
六
七
日
な
り
。
六
七

日
転
ず
る
を
頞
浮
陀
と
名
づ
く
。
是
の
時
の
形
色
は
猶
し
小
棗
の
如

し
。
住
す
る
こ
と
七
七
日
に
し
て
、
転
ず
る
を
伽
那
と
名
づ
く
。
是
の

時
形
色
は
胡く
る
み桃
殻
の
如
し
。
住
す
る
こ
と
八
七
日
に
し
て
転
ず
る
を
閉

尸
と
名
づ
く
。
形
色
は
猶
し
頻
婆
羅
果
の
如
し
。
是
の
時
、
身
辺
に
五

疱
有
り
て
出
ず
。
謂
く
頭
手
脚
十
三
の
七
日
に
し
て
始
め
て
膓
相
有

り
。
二
十
の
七
日
に
し
て
男
女
の
根
別
る
。
二
十
一
の
七
日
に
し
て
始

め
て
骨
節
を
生
じ
、
乃
至
三
十
六
の
七
日
に
し
て
其
の
身
に
肉
血
毛
根

を
具
足
し
、
三
十
八
の
七
日
に
し
て
身
枝
を
具
足
す
。
四
日
四
夜
、
膓

中
臭
穢
の
処
に
住
在
す
。
是
の
人
是
の
如
し
。
我
れ
当
に
云
何
が
憐
愍

せ
ざ
る
べ
き
耶
。
爾
の
時
、
還
た
本
生
の
事
を
憶
す
。
憶
し
已
り
て
愁

苦
し
、
是
の
念
言
を
作
く
。
若
し
我
れ
出
胎
せ
ば
当
に
善
法
を
修
し
、



願
く
は
後
更
に
是
の
如
き
の
処
に
生
ず
る
こ
と
莫
く
、
不
放
逸
を
修
し

て
受
生
を
遠
離
す
べ
し
と
。
始
て
母
胎
を
出
ず
。
爾
の
時
、
身
を
舉
し

て
迫
迮
の
苦
を
受
く
。
風
入
り
て
身
に
触
る
る
に
亦
復
た
苦
を
受
く
。

身
初
め
て
地
に
至
る
と
き
、
水
を
以
て
摩
洗
す
る
に
復
た
大
苦
を
受

く
。
猶
し
地
獄
の
如
し
。
爾
の
時
還
て
宿
命
の
事
を
憶
す
る
こ
と
を
失

す
。
生
じ
已
り
て
復
た
老
病
死
苦
有
り
て
随
逐
し
て
捨
て
ず
。
復
た
風

病
白
水
、
黄
水
和
合
等
の
病
有
り
。
是
の
如
き
の
四
病
を
数
各
百
一
あ

り
て
常
に
之
れ
に
随
逐
す
。
是
の
故
に
名
づ
け
て
生
と
為
す
。
是
れ
大

苦
な
り
。
既
に
生
を
受
け
已
り
て
老
復
た
随
逐
す
。
髪
白
く
面
皺
み
て

智
と
慚
傀
と
を
失
す
。
髪
毛
希
踈
に
し
て
諸
行
陳
故
す
。
諸
根
衰
熟
し

て
破
れ
易
く
壊
れ
易
し
。
爛
朽
危
脆
に
し
て
唯
、二
味
を
貧
す
。
所
謂
、

鹹
酢
な
り
。
能
く
安
楽
を
壊
し
て
身
根
逼
悩
す
。
是
れ
大
苦
河
な
り
。

能
く
衆
生
の
三
世
の
壮
色
を
破
る
。
忘
る
る
こ
と
嬰
児
の
如
く
。
狂
う

こ
と
鬼
著
の
如
し
、
衆
生
是
の
如
き
の
悪
事
を
具
足
す
。
我
当
に
云
何

が
憐
愍
を
生
ぜ
ざ
る
べ
き
、
爾
の
時
復
た
死
の
為
に
侵
逼
せ
ら
れ
て
、

智
慧
と
寿
命
と
諸
有
と
を
失
し
て
諸
陰
を
捨
棄
し
身
壊
し
命
壊
し
て
四



大
離
散
す
。
三
世
の
衆
生
に
寿
命
の
怨
み
あ
り
。
一
切
の
衆
生
、
死
法

を
成
就
す
。
我
れ
当
に
云
何
が
憐
愍
を
生
ぜ
ざ
る
べ
き
。
爾
の
時
、
復

た
所
不
愛
の
物
有
り
て
、
来
り
て
親
近
す
。
所
謂
、
寒
熱
、
飢
渇
、
悪

人
、
悪
獣
な
り
。
衆
生
是
の
如
し
。
我
れ
当
に
云
何
が
憐
愍
を
生
ぜ
ざ

る
べ
き
。
復
た
所
愛
別
離
す
る
こ
と
有
り
。
所
謂
、
盛
年
賊
宝
、
庫
蔵

寿
命
、
父
母
妻
子
、
親
戚
眷
属
、
上
妙
六
塵
、
衆
生
既
に
是
の
如
き
等

の
苦
を
受
く
。
我
れ
当
に
云
何
が
憐
愍
を
生
ぜ
ざ
る
べ
き
。
或
は
衆
生

有
り
て
三
世
の
中
に
於
い
て
上
の
六
塵
を
求
む
れ
ど
も
、
得
る
こ
と
能

わ
ず
、
是
の
因
縁
を
以
て
具
に
衆
苦
を
受
く
已上
と
。

又
た
、『
大
方
等
大
集
経
』
二
十
四
に
曰
く

(40)、

仏
言
く
、
善
男
子
乃至
法
輪
を
転
ず
る
こ
と
衆
生
の
三
種
の
道
を
壊
さ
ん

が
為
の
故
な
り
。
何
等
を
か
三
道
と
す
。
一
に
は
煩
悩
道
、
二
に
は
苦

道
、
三
に
は
業
道
な
り
。
業
道
と
は
所
謂
る
行
有
な
り
。
煩
悩
道
と
は

所
謂
る
無
明
愛
取
な
り
。
苦
道
と
は
所
謂
る
識
名
色
六
入
触
受
生
老
死

等
な
り
。
如
是
き
三
道
、
何
を
か
因
縁
と
し
て
有
な
る
。
触
縁
の
故
に

有
な
り
。
善
男
子
眼
に
色
を
見
る
に
因
り
て
、
愛
心
を
生
ず
。
愛
と
は

(40)  『
大
方
等
大
集
経
』（
正
蔵
一
三
・
一
六
三
下
～

一
六
四
中
）。



即
ち
是
れ
無
明
を
愛
と
為
す
。
造
業
即
ち
名
づ
け
て
行
と
為
す
。
至
心

専
念
す
る
、
之
を
名
づ
け
て
識
と
為
す
。
識
、
色
と
共
に
行
ず
。
是
れ

を
名
づ
け
て
色
と
為
す
。
六
処
貧
を
生
ず
。
是
れ
を
六
入
と
名
づ
く
。

入
に
因
て
受
を
求
む
。
之
れ
を
名
づ
け
て
触
と
為
す
。
貧
著
の
心
を
ば

即
ち
名
づ
け
て
愛
と
為
す
。
是
れ
等
の
法
を
求
む
る
。
之
れ
を
名
づ
け

て
取
と
為
す
。
是
の
如
く
の
法
生
ず
る
、是
れ
を
名
づ
け
て
有
と
為
す
。

次
第
に
断
え
ざ
る
。
是
れ
を
名
づ
け
て
生
と
為
す
。
次
第
に
断
ず
る
が

故
に
之
れ
を
名
づ
け
て
死
と
為
す
。
生
死
の
因
縁
、
衆
苦
に
逼
め
ら
る

る
之
れ
を
名
づ
け
て
悩
と
為
す
。
乃
至
識
法
の
因
縁
、
貧
を
生
ず
る
こ

と
も
復
た
是
の
如
し
。
是
の
十
二
縁
は
一
人
の
一
念
に
皆
な
悉
く
具
足

す
。
出
に
三
種
有
り
。
一
に
は
因
出
、
二
に
は
物
出
、
三
に
は
道
出
な

り
。
若
し
比
丘
有
り
て
法
行
を
修
行
せ
ば
、
所
有
の
愛
心
の
相
貌
を
観

察
す
べ
し
。
比
丘
当
に
観
ず
べ
し
。
若
し
愛
心
有
る
は
即
ち
是
れ
無
明

な
り
。
無
明
の
体
、
能
く
二
の
過
を
出
す
。
一
に
は
行
を
出
し
、
二
に

は
識
を
出
す
。
識
に
亦
た
二
有
り
。
一
に
は
名
を
出
し
、
二
に
は
色
を

出
す
と
。
名
色
に
亦
た
二
あ
り
。
一
に
は
無
住
、二
に
は
六
入
を
作
す
。



六
入
に
亦
た
二
あ
り
。
一
に
は
欲
を
厭
わ
ず
、
二
に
能
く
触
を
生
ず
。

触
に
亦
た
二
有
り
。
一
に
は
愛
心
を
生
じ
、
二
に
は
受
を
求
む
。
受
に

亦
た
二
有
り
、
一
に
苦
楽
を
受
け
、
二
に
貧
心
を
生
ず
。
愛
に
亦
た
二

有
り
。
一
に
は
繁
縛
堅
固
な
り
。
二
に
は
取
を
求
む
。
取
に
亦
た
二
有

り
。
一
に
は
貧
心
、
二
に
は
有
を
求
む
。
有
に
亦
た
二
有
り
。
一
に
は

楽
住
、
二
に
は
因
縁
。
縁
に
亦
た
二
有
り
。
一
に
は
生
老
、
二
に
は
苦

縁
な
り
。
老
に
亦
た
二
有
り
。
一
に
壮
色
を
壊
し
、二
に
死
因
を
作
す
。

死
に
亦
た
二
有
り
。
一
に
寿
命
を
壊
し
、
二
に
愛
別
離
な
り
。
是
れ
を

出
因
と
名
づ
く
。
云
何
ん
が
物
出
な
る
。
若
し
比
丘
有
り
て
、
法
行
を

修
習
せ
ば
、
是
の
如
き
の
法
は
亦
た
は
出
、
亦
た
は
滅
な
り
と
観
ず
べ

し
。
是
れ
を
物
出
と
名
づ
く
。
爾
の
時
世
尊
、
憍
陳
如
に
告
く
、
云
何

ん
が
道
出
な
る
。
若
し
比
丘
道
を
見
る
に
二
種
有
り
。
一
に
は
行
行
、

二
に
は
慧
行
な
り
。
憍
陳
如
、
汝
頗よ能
く
是
の
行
行
慧
を
知
る
や
。
憍

陳
如
言
さ
く
、
未
だ
知
ら
ず
、
世
尊
、
唯
だ
願
は
如
来
、
十
二
因
縁
を

観
ず
る
が
為
に
比
丘
大
智
慧
を
得
て
、
諸
の
煩
悩
を
壊
せ
ん
。
分
別
し

解
説
し
た
ま
え
。
比
丘
聞
き
已
り
て
当
に
具
に
受
持
す
べ
し
と
。
爾
の



時
世
尊
、
宝
幢
童
子
に
告
わ
く
、
善
男
子
、
汝
頗
能
く
息
の
出
入
を
知

る
や
不
や
。
不
な
り
。
世
尊
善
男
子
法
行
の
比
丘
、
先
ず
無
明
乃
至
老

死
を
観
ず
べ
し
。
云
何
ん
が
名
づ
け
て
無
明
を
観
ず
と
為
す
。
先
ず
中

陰
を
観
ず
べ
し
。
父
母
の
所
に
於
い
て
貧
愛
の
心
を
生
ず
。
愛
の
因
縁

を
も
っ
て
の
故
に
、
四
大
和
合
す
。
精
血
二
滴
合
し
て
一
滴
と
成
る
。

大
い
さ
豆
子
の
如
き
を
歌
羅
羅
と
名
づ
く
。
是
の
歌
羅
羅
に
三
事
有

り
。
一
に
は
命
、
二
に
は
識
、
三
に
は
煖
な
り
。
過
去
世
中
の
業
縁
果

報
は
、
作
者
及
以
び
受
者
有
る
こ
と
無
く
、
初
め
て
息
の
出
入
す
る
、

是
れ
を
無
明
と
名
づ
く
、
歌
羅
羅
の
時
、
気
息
出
入
す
る
に
二
種
の
道

有
り
。
所
謂
る
母
の
気
息
の
上
下
に
随
い
て
七
日
に
一
変
す
。
息
の
出

入
を
ば
名
づ
け
て
寿
命
と
為
す
。
是
れ
を
風
道
と
名
づ
く
。
不
臭
不
爛

な
る
是
れ
を
名
づ
け
て
煖
と
為
す
。
是
の
中
の
心
意
、
之
れ
を
名
づ
け

て
識
と
為
す
。
善
男
子
若
し
辟
支
仏
の
果
を
得
ん
と
欲
す
る
こ
と
有
ら

ば
、
当
に
是
の
如
き
の
十
二
因
縁
を
観
ず
べ
し
。
復
た
三
受
の
因
縁
、

五
陰
十
二
入
、
十
八
界
を
観
ぜ
よ
。
云
何
ん
が
観
と
為
す
。
念
心
に
随

い
て
、
息
の
出
入
を
観
じ
、
内
身
の
皮
膚
、
肌
肉
、
筋
骨
、
髄
脳
は
空



中
の
雲
の
如
く
是
の
身
中
の
風
も
亦
復
た
是
の
如
し
と
観
ず
べ
し
。
風

有
り
て
能
く
上
り
、
風
有
り
て
能
く
下
り
、
風
有
り
て
能
く
満
し
、
風

有
り
て
能
く
燋
れ
、
能
く
増
長
す
る
こ
と
有
り
、
是
の
故
に
息
の
出
入

を
名
づ
け
て
身
行
と
為
す
。
出
入
の
息
は
覚
観
従
り
生
ず
る
を
以
て
の

故
に
、
意
行
と
名
づ
く
。
和
合
し
て
声
を
出
す
を
名
づ
け
て
口
行
と
為

す
。
是
の
如
き
等
の
三
行
の
因
縁
を
以
て
の
故
に
識
生
ず
る
こ
と
有

り
。
識
の
因
縁
の
故
に
則
ち
四
陰
及
以
び
色
陰
有
り
。
故
に
名
色
と
名

づ
く
。
五
陰
識
行
の
六
処
に
因
縁
た
り
。
故
に
六
入
と
名
づ
く
。
眼
色

相
対
す
。
故
に
名
づ
け
て
触
と
為
す
。
触
の
因
縁
を
も
っ
て
の
故
に
念

色
法
に
至
る
。
是
れ
を
名
づ
け
て
受
と
為
す
。
色
に
貧
著
し
、
乃
至
法

に
お
い
て
す
る
。
是
れ
を
名
づ
け
て
愛
と
為
す
。
愛
の
因
縁
を
も
っ
て

の
故
に
、
四
方
に
求
覓
す
。
故
に
名
づ
け
て
取
を
為
す
。
取
の
因
縁
を

も
っ
て
の
故
に
、
後
身
を
受
く
、
故
に
名
づ
け
て
有
と
為
す
。
有
の
因

縁
を
も
っ
て
の
故
に
生
老
死
、
種
種
の
諸
苦
有
り
、
是
れ
を
五
陰
十
二

入
、
十
八
界
、
十
二
因
縁
の
大
樹
と
名
づ
く
。
是
の
故
に
出
入
の
息
を

縁
と
し
て
能
く
一
切
の
諸
苦
煩
悩
を
生
ず
。
是
の
故
に
凡
夫
生
ず
る
時



を
亦
た
煩
悩
繁
縛
と
為
す
。
死
時
も
亦
た
爾
な
り
。
終
に
身
心
自
在
な

る
こ
と
を
得
る
こ
と
能
わ
ず
、
三
昧
を
得
ず
、
諸
漏
を
尽
さ
ず
已上
と
。

十
二
有
支
の
相
、
梗
概
、
斯
の
如
し
。

次
に
尊
号
不
共
の
別
徳
を
明
す
。
中
に
利
劔
と
言
う
は
、
広
に
云
く
、「
劔

と
は
釈
名
に
曰
く
、
劔
は
撿
な
り
。
非
常
を
防
撿
す
る
所
以
な
り
。
広
雅
に

云
く
、「
竜
泉
、
太
阿
、
干
将
、
鏌
鎁
、
断
蛇
、
魚
膓
、
純
銅
、
燕
支
、
葵
偸
、

属
陳
、
于
隊
、
堂
谿
、
墨
陽
、
巨
闕
、
辟
閭
、
並
に
劔
の
名
な
り
。
古
今
の

『
註
』
に
曰
く

(41)、

呉
の
大
皇
帝
に
宝
劔
六
有
り
。
一
に
は
曰
く
白
虹
、二
に
は
曰
く
紫
電
、

三
に
は
曰
く
辟
邪
、
四
に
は
曰
く
流
星
、
五
に
は
曰
く
青
冥
、
六
に
は

曰
く
百
里
と
。

『
列
子
』
に
曰
く

(42)、

孔
周
に
三
の
劔
有
り
。
一
に
曰
く
含
光
、
二
に
𣴎
影
、
三
に
曰
く
霄
陳
。

呉
王
、
子
胥
に
属
鏤
の
劔
を
賜
う
て
死
す
。
周
の
穆
王
、
銀
鋙
の
劔
有

り
。
玉
を
切
る
こ
と
泥
の
如
し
。
居
欠
の
切
。
已上
。

『
礼
部
』
に
曰
く

(43)、

(41)  

崔
豹
『
古
今
註
』。

(42)  『
列
子
』
湯
問
篇
。

(43)  『
説
文
解
字
』
巻
十
五
「
釈
兵
」。



劔
は
居
欠
の
切
、
劔
は
撿
な
り
。
非
常
を
防
撿
す
る
所
以
な
り
。
求
劔

を
求
め
劔
を
撫
で
る
已上
と
。

干
鏌
阿
竜
の
霊
徳
、
此
の
中
、
応
当
に
広
く
説
く
べ
し
。

「
一
声
」
と
は
『
礼
部
』
に
曰
く

(44)、

音
は
声
な
り
。
心
に
生
じ
て
、
節
、
外
に
有
る
。
之
れ
を
音
と
謂
う
。

宮
商
角
微
羽
は
声
な
り
。
糸
竹
金
石
匏
土
革
木
は
音
な
り
。
八
音
、
五

音
、
徳
音
已上
と
。

『
声
字
義
』に
曰
く

(45)「
声
を
発
し
て
虚
し
か
ら
ず
。
必
ず
表
物
の
名
を
表
す
故

に
字
と
曰
う
」
已上
。
処
処
の
経
論
に
、
十
声
一
声
、
消
除
逆
謗
、
定
得
往
生
、

住
不
退
転
云云
と
曰
う
。
是
れ
其
の
一
声
の
巨
益
な
る
こ
と
を
。

「
称
念
」
と
は
『
新
編
梵
語
』
に
曰
く

(46)「
邪
奢
虵
に
注
が
ず
。
奢
夜
舎
を
ば

称
と
曰
う
」
已上

と
。
今
、
称
念
と
は
、
口
称
と
意
念
と
に
非
ず
。
称
即
ち
念
、

念
即
ち
称
な
り
。
念
即
ち
是
れ
声
、
声
即
ち
是
れ
念
の
勘
判
、
之
れ
と
合
し

て
知
れ
。

「
罪
皆
除
」
と
は
、
持
名
の
一
行
に
由
り
て
逆
謗
犯
重
等
の
一
切
の
罪
障

を
滅
す
。
故
に
曰
う
の
み
。

(44)  『
説
文
解
字
』
巻
四
「
音
部
」。

(45) 

空
海
『
声
字
実
相
義
』（
正
蔵
七
七
・
四
〇
一
下
）。 

(46)  

出
典
未
詳
。



抑
そ
も
そ
も

又
た
此
の
四
句
は
啻
だ
顕
宗
半
満
の
諸
教
を
摂
す
る
の
み
に
匪
ず
。

亦
た
能
く
冥
に
四
曼
三
密
の
教
行
に
会
す
。
所
謂
る
此
の
四
句
は
次
の
如

く
、
西
方
阿
弥
陀
の
四
親
近
の
菩
薩
の
行
相
に
当
た
る
。
西
方
の
四
菩
薩
と

は
、
法
利
因
語
の
四
大
士
な
り
。
今
、
此
の
四
菩
薩
を
以
て
四
句
の
偈
に
配

釈
せ
ば
、
始
め
の
一
句
は
正
し
く
法
菩
薩
の
行
相
に
当
た
る
。
夫
れ
法
菩
薩

と
は
西
方
の
中
、
東
方
発
心
門
の
菩
薩
な
り
。
一
切
の
有
情
は
本
と
不
生
性

を
有
す
る
が
故
に
。
一
切
の
法
門
は
皆
な
生
界
本
有
の
義
を
詮
す
る
が
故
に

「
八
万
法
門
」
の
句
に
当
た
る
な
り
。

次
に
利
菩
薩
と
は
、
西
方
の
中
、
南
方
修
行
門
の
菩
薩
な
り
。
修
行
を
し

て
満
足
せ
し
む
る
が
故
に
。「
為
滅
無
明
」
の
句
に
当
た
る
な
り
。

次
に
因
菩
薩
と
は
、
西
方
の
中
、
西
方
菩
提
門
の
菩
薩
な
り
。
大
菩
提
を

成
就
す
る
が
故
に
。
所
以
に
円
成
菩
提
の
「
弥
陀
号
」の
句
に
当
た
る
な
り
。

次
に
語
菩
薩
と
は
、
西
方
の
中
、
北
方
涅
槃
門
の
菩
薩
な
り
。
不
動
如
如

智
に
入
る
が
故
に
。
語
と
は
語
声
な
り
。
故
に
「
一
声
称
念
」
の
句
に
当
た

る
な
り
。

又
た
法
菩
薩
と
は
是
れ
円
通
大
士
な
り
。
利
菩
薩
と
は
曼
殊
薩
埵
な
り
。



因
菩
薩
と
は
慈
氏
大
聖
な
り
。
即
ち
『
理
趣
経
』
所
説
の
纔
発
心
転
法
輪
菩

薩
な
り
。
語
菩
薩
と
は
維
摩
大
士
な
り
。
之
れ
に
依
っ
て
之
れ
を
言
わ
ば
、

観
音
は
是
れ
大
悲
法
門
の
本
主
、
妙
観
察
智
の
如
来
な
り
。
故
に
「
八
万
法

門
」
の
句
に
当
た
る
。『
観
経
』
に
曰
く

(47)「
仏
心
と
は
大
慈
悲
、
是
れ
な
り
。

無
縁
の
慈
を
以
て
諸
の
衆
生
を
摂
す
」已上
と
。
又
た
『
金
剛
頂
経
』に
云
く

(48)「
雄

猛
阿
閦
鞞
最
勝
宝
生
尊
、
大
悲
阿
弥
陀
、
成
就
不
空
業
」
已上
と
。
文
殊
は
乃

ち
三
世
如
来
の
智
母
、
十
方
薩
埵
の
教
主
な
り
。
故
に
「
為
滅
無
明
」
の
句

に
当
た
る
。
弥
勤
は
是
れ
慈
悲
の
化
主
、
当
来
の
導
師
な
り
。
故
に
成
就
菩

薩
、弥
陀
覚
王
に
当
た
る
。
浄
名
は
乃
ち
無
言
の
上
に
大
法
を
説
く
が
故
に
。

「
一
声
称
念
」
の
語
業
の
句
に
当
た
る
な
り
。

『
金
剛
頂
経
』
第
四
に
曰
く

(49)、

我
れ
今
、
金
剛
法
を
敬
礼
し
た
て
ま
つ
る
。
善
利
薩
埵
、
真
の
大
悲
、

善
清
浄
の
心
は
即
ち
三
昧
な
り
。
観
音
の
変
現
、測
る
べ
き
こ
と
難
し
。

観
世
自
在
に
し
て
障
礙
無
し
。
慈
悲
、
能
く
比
類
す
る
も
の
有
る
こ
と

無
し
。
妙
観
察
智
は
十
方
に
遍
じ
、
妙
金
剛
眼
を
も
て
一
切
を
視
る
。

金
剛
眼
を
も
て
慈
福
無
量
な
り
。
金
剛
眼
の
名
は
灌
頂
を
授
く
。
我
れ

(47)  『
観
無
量
寿
経
』（
浄
全
一
、四
四
）。

(48)  

不
空
訳
『
金
剛
頂
経
』（
正
蔵
二
〇
・
五
二
四
上
）。

(49)  

覚
超
『
金
剛
三
密
抄
』（
正
蔵
七
五
・
六
八
〇
中
）

に
同
文
あ
り
。



今
、
金
剛
利
を
敬
礼
し
た
て
ま
つ
る
。
摩
訶
衍
那
大
乗
の
器
な
り
。
摩

訶
器
、
仗
鎮
に
魔
を
摧
く
。
文
殊
師
利
は
慧
猛
利
な
り
。
金
剛
蔵
は
法

弁
無
窮
、
金
剛
甚
深
に
し
て
梵
音
美
な
り
。
金
剛
劔
身
、
仏
掌
に
住
す
。

智
慧
神
力
を
吉
祥
と
名
づ
く
。
金
剛
覚
分
、
習
気
を
断
ず
。
般
若
揮
破

し
て
灌
頂
を
授
く
。
我
れ
今
、
金
剛
輪
を
敬
礼
し
た
て
ま
つ
る
。
摩
訶

理
趣
、
纔
か
に
発
心
す
。
金
剛
因
の
智
、
最
も
第
一
な
り
。
大
堅
実
の

心
、
退
敗
し
難
し
。
金
剛
起
、
初
め
て
法
輪
を
転
ず
。
金
剛
道
場
、
応

に
随
い
て
現
ず
。
金
剛
輪
身
、
仏
掌
に
住
す
。
金
剛
輪
、
微
塵
の
仏
を

現
ず
。
無
量
無
数
の
諸
の
如
来
、
纔
か
に
発
心
す
る
に
由
っ
て
法
輪
を

転
ず
。
金
剛
成
就
し
て
不
退
輪
な
り
。
金
剛
眼
輪
、
灌
頂
を
授
く
。
我

れ
今
、
金
剛
語
を
敬
礼
し
た
て
ま
つ
る
。
金
剛
念
誦
は
音
嚮
無
く
し
て

能
く
悉
地
自
在
の
願
を
授
く
。
無
言
に
説
説
す
る
こ
と
測
る
べ
き
こ
と

難
し
。
金
剛
念
誦
、
仏
掌
に
住
す
。
金
剛
、
速
か
に
聞
持
蔵
を
獲
る
。

金
剛
自
在
は
成
実
の
言
な
り
。
金
剛
智
性
、
密
語
を
暁
す
。
金
剛
の
上

悉
地
、
遇
い
難
し
。
金
剛
言
説
、
灌
頂
を
授
く
已上
と
。

『
菩
提
心
論
』
に
曰
く

(50)、

(50)  

不
空
訳
『
菩
提
心
論
』（
正
蔵
三
二
・
五
七
三
下
）。



西
方
阿
弥
陀
仏
に
四
菩
薩
を
摂
す
。
金
剛
法
、
金
剛
利
、
金
剛
因
、
金

剛
語
を
四
菩
薩
と
為
す
已上
と
。

夫
れ
宗
師
の
解
釈
、
現
当
の
霊
験
を
明
か
し
、
并
に
竪
に
三
世
如
来
の
教
理

智
断
を
摂
し
、
横
に
顕
密
大
法
の
行
位
因
果
を
括
る
こ
と
を
弁
じ
畢お
わ
ん
ぬ訖
。
飛

錫
禅
師
『
宝
王
論
』
に
曰
く

(51)、

問
て
曰
く
、
人
生
れ
て
世
に
在
る
こ
と
石
火
電
光
の
ご
と
し
。
一
念
蹉

跎
す
れ
ば
、悔
め
ど
も
及
ぶ
所
無
し
。
修
道
の
人
は
尚
お
心
親
し
ま
ず
、

况
や
身
を
親
し
ま
ん
や
、
尚
を
身
を
親
し
ま
ず
、
况
や
身
の
外
を
や
。

常
に
恐
る
べ
し
。
出
る
息
還
ら
ざ
れ
ば
、
後
世
に
属
す
。
狂
風
飄
蓬
た

り
。
茫
茫
と
し
て
何
く
に
か
之ゆ

か
ん
。
願
く
は
一
念
十
念
の
門
、
此
生

他
生
の
計
を
示
せ
。
答
て
曰
く
、
歯
を
含
み
、
髪
を
戴
き
、
死
生
交
際

し
て
未
だ
出
入
の
息
や
無
く
ん
ば
有
ら
ず
。
又
た
一
息
還
ら
ざ
れ
ば
、

即
ち
後
世
に
属
す
と
は
、亦
た
誠
に
所
問
の
如
し
。
世
上
の
人
は
多
く
、

宝
玉
水
精
金
剛
菩
提
木
槵
を
以
て
数
珠
と
為
す
。
吾
れ
は
則
ち
出
入
の

息
を
以
て
念
珠
と
為
し
て
仏
の
名
号
を
称
し
、
之
を
息
に
随
う
る
に
大

と
す
る
恃た
の
み怙
有
り
。
安
ぞ
息
の
還
ら
ず
し
て
後
世
に
属
す
る
こ
と
を
懼

(51)  

飛
錫
『
念
仏
三
昧
宝
王
論
』（
正
蔵

四
七
・
一
三
八
中
～
下
）。



れ
ん
や
。
余
は
行
住
坐
臥
に
常
に
此
の
珠
を
用
ゆ
已上
と
。

南
無
阿
弥
陀
仏
。

　
　

廃
立
独
妙
勝
第
三
十
五

夫
れ
葛
扁
は
善
く
薬
毒
の
殊
を
弁
ず
る
が
故
に
、
能
く
人
の
万
瘵
を
為お
さ

む
。
庸
医
は
誤
っ
て
烏
牛
の
文
を
解
す
る
が
故
に
、妄
に
他
の
病
疾
を
増
す
。

他
門
自
家
の
判
教
の
不
同
、
其
れ
然
ら
ざ
ら
ん
や
。
宗
師
の
勘
判
は
是
れ
葛

扁
が
眼
か
。
余
賢
の
解
釈
は
乃
ち
庸
医
の
識
か
。
何
の
言
ぞ
や
。
夫
れ
以
み

れ
ば
浄
教
を
東
流
し
て
自
従
り
以こ
の
か往
た
、
宗
旨
を
明
す
の
彙
、
少
な
か
ら
ず

教
体
を
叙
す
る
者
も
多
家
あ
り
。
謂
く
或
は
念
観
を
混
一
し
、
或
は
助
正
を

泯
合
し
、
或
は
中
道
を
実
相
を
以
て
教
体
と
為
し
、
或
は
尊
号
往
生
を
以
て

教
体
と
為
る
等
、
是
れ
な
り
。
爰
に
吾
が
光
明
尊
者
は
念
仏
を
以
て
以
て
宗

と
為
し
、
往
生
を
以
て
以
て
体
と
為
し
、
三
摩
耶
を
以
て
肋
行
に
属
し
、
六

字
名
を
以
て
正
業
と
美ほ

む
。
是
れ
則
ち
不
共
の
別
徳
、
絶
倫
の
嘉
誉
な
る
こ

と
を
。
凡
を
義
文
を
条
録
す
る
に
、
妙
に
聖
旨
に
会
い
、
酬
酢
決
択
す
る
に

善
く
宗
途
に
符
す
。
是
非
を
今
古
に
格
し
、
糺
較
を
経
文
に
殫
し
、
先
哲
を



挫
折
し
て
威
八
埏
に
振
う
。
何
の
言
ぞ
や
。
謂
く
、
江
淮
の
諸
哲
、
同
じ
く

三
部
の
妙
典
を
判
断
す
と
雖
も
、
未
だ
専
雑
二
修
の
廃
立
は
或あ
ら

ず
。
亦
た
正

肋
両
業
の
取
捨
を
存
ぜ
ず
、
是
れ
即
ち
念
仏
勧
励
の
文
、
惟
れ
少
な
き
を
無な
み

し
、
万
行
往
生
の
説
甚
し
く
多
き
を
執
す
る
の
所
以
な
り
。
是
れ
豈
に
牛
膝

の
文
を
見
て
誤
て
野
牛
水
牛
を
殺
し
烏
頭
の
書
を
披
き
て
妄
り
に
慈
烏
短
烏

を
害
せ
ん
愚
医
に
異
な
ら
ん
や
。
夫
れ
雑
往
の
文
多
き
を
宗た
っ
と

び
、
専
修
の
説

少
な
き
を
無な
み

せ
ば
、
譬
え
ば
千
万
の
鍮
鈆
を
取
り
て
十
六
の
浮
金
を
捨
る
が

如
く
に
相
い
似
た
り
。
孰
れ
か
智
人
と
言
わ
ん
や
。
此
の
解
大
い
に
仏
語
仏

教
に
乖
き
、
斯
の
義
尤
も
弥
陀
の
本
願
に
背
く
。
然
る
と
き
は
則
ち
斯
れ
等

の
浄
典
は
、
只
た
だ
徒
に
箱
底
に
朽
ち
て
横
に
一
世
だ
も
益
せ
ず
、
亦
た
、

空
し
く
庫
中
に
の
み
在
り
て
竪
に
万
代
を
も
利
せ
ず
。
恐
く
は
是
れ
無
義
無

利
の
妄
説
な
る
こ
と
を
。
爰
に
吾
が
家
衆
賢
の
判
釈
は
然
ら
ず
。
夫
れ
玄
忠

尊
者
、
去
聖
遥
遠
理
深
解
微
、
聖
道
一
種
今
時
難
証
、
の
勘
判
を
致
し
た
ま

い
し
自
り
已こ
の
か
た降
。
南
北
の
衆
賢
、
皆
、
難
修
難
行
の
蜀
道
を
捨
て
、
易
行
易

往
の
径
路
に
入
り
、
光
明
大
師
、「
念
仏
三
昧
、
功
能
超
絶
、
実
非
雑
善
、

得
為
比
類
」
の
妙
釈
を
為つ
く

り
た
ま
い
し
従
り
以こ
の
か
た往
、
西
東
の
群
英
、
倶
に
千



時
三
五
の
雑
修
を
抛
ち
て
、
万
不
一
失
の
妙
行
を
取
る
。
是
れ
即
ち
三
会
付

属
の
金
言
を
賞
し
、
随
他
方
便
の
権
説
を
褊さ

み
す
る
所
以
な
り
。

此
の
高
判
は
是
れ
深
く
仏
意
の
玄
底
を
探
り
て
、
説
文
の
多
少
を
忘
る
る

の
み
。
夫
れ
金
剛
小
し
と
雖
も
能
く
万
物
を
砕
き
王
子
稚
し
と
雖
も
百
寮
を

威
伏
す
る
。
孰
れ
か
然
ら
ず
と
云
ん
や
。
一
家
大
い
に
廃
立
を
存
し
、
宗
師

尤
も
取
捨
を
立
つ
。
孰
れ
の
智
人
か
之
れ
に
遵
わ
ざ
ら
ん
や
。
焉
れ
の
道
者

が
之
れ
を
宗
ば
ざ
ら
ん
や
。

夫
れ
吾
が
高
祖
大
師
、
聖
説
を
結
集
し
て
広
く
衢
街
を
分
か
つ
。
文
過
ぎ

ざ
れ
ど
も
華
や
か
に
、
質
甚
だ
而
ら
ざ
れ
ど
も
実
あ
り
。
寔
に
是
れ
超
生
出

死
の
神
方
、
点
鉄
成
金
の
妙
薬
な
り
。

古
に
曰
く

(52)、
家
い
え
い
えに

千
里
の
驥
有
れ
ば
、
珍た
か
ら

な
ら
ず
。
人
ひ
と
び
と

盈
尺
を
懐
か

ば
和
氏
貴
き
こ
と
無
し
と
は
、
此
れ
は
一
家
不
共
の
判
教
別
徳
を
謂
う
か
。

抑そ
も
そ
も『
易
』
に
云
く
、「
書
に
言
を
尽
く
さ
ず
。
言
に
意
を
尽
く
さ
ず
」
と
。

之
れ
に
依
り
て
之
れ
を
観
れ
ば
、
大
師
、
法
水
を
流
通
う
す
る
こ
と
、
万
に

し
て
未
だ
一
に
足
ら
ず
。
然
而
る
に
、
文
、
優
美
に
し
て
衆
生
の
眼
目
為
り
。

義
、
饒
豊
に
し
て
学
者
の
依
拠
為
り
。
意
に
よ
る
に
其
の
書
に
載
せ
ざ
る
の

(52)  『
孝
文
本
紀
』
に
類
似
の
説
あ
り
。



言
、
唯
だ
等
覚
の
大
士
の
み
之
れ
を
弁
じ
た
ま
わ
ん
。
其
の
言
に
尽
く
さ
ざ

る
の
意
、
亦
た
無
累
の
如
来
の
み
之
れ
を
識
り
た
ま
わ
ん
。
於あ
あ

、
宜
べ
な
る

か
な
。
遇
う
者
、
聞
か
ん
者
、
仰
ぐ
べ
し
、
信
ず
べ
し
。
善
男
善
女
、
廃
す

る
こ
と
勿
く
、
忘
る
る
こ
と
勿
れ
。

伏
し
て
惟
れ
ば
、
大
師
の
厚
徳
、
甚
深
難
思
な
り
。
筭
数
も
曼の

び
叵
く
、

恒
沙
も
譬
え
に
弗
ず
。
爰
こ
に
我
れ
今
、
由
啻
だ
二
、三
、四
、五
の
如
来
の

所
に
し
て
、
清
浄
微
妙
の
大
善
根
を
植
わ
る
の
み
に
匪
ず
、
已
に
無
量
阿
僧

祇
の
牟
尼
の
前
に
於
て
爾そ
こ
ば
く許
、
若そ
こ
ば
く千
の
勝
功
徳
を
作
す
に
由
り
て
、
烏
華
一

た
び
現
じ
、
亀
木
相
い
値
い
て
彼
の
法
流
を
挹く

み
て
、
此
の
朽
林
を
潤
す
こ

と
、
曠
劫
の
大
慶
、
只
だ
斯
の
事
に
在
り
。
順
次
の
即
詣
、
那
ん
の
疑
か
有

ら
ん
や
。

抑
そ
も
そ
も

吾
が
大
師
は
、
生
を
五
滓
の
世
界
に
誕
じ
て
、
迹あ
と
か
ら
四
依
の
随
一
に

紹つ

ぐ
。
生
知
の
量
に
稟
け
て
、
天
縦
の
才
を
蘊つ

む
。
抜
萃
し
て
孤
り
立
ち
、

超
倫
し
て
独
歩
す
。
進
具
よ
り
以こ
の
か
た往
、
踵
を
真
宗
に
旋め
ぐ
ら
す
に
、
四
遠
、
風
に

望
み
て
堂
に
盈
つ
る
こ
と
千
計
、
履
歴
談
対
す
る
に
、
衆
、
咸
く
杜
黙
し
、

他
家
を
立
破
す
る
に
方
に
智
剣
を
揮ふ
る

う
。
故
に
敢
え
て
其
の
鋒
鋭
に
当
た
る



も
の
莫
し
。
法
門
を
挙
揚
す
る
毎
に
銖
に
し
て
之
れ
を
称あ

げ
ざ
る
に
巍
巍
た

り
。
極
致
を
演
暢
す
る
毎
に
寸
に
し
て
之
れ
を
度
ら
ざ
る
に
、
蕩
蕩
た
り
。

学
声
行
望
の
連
布
す
る
こ
と
、
雲
峯
の
若ご
と

く
、
行
光
慧
灯
の
栄
曜
た
る
こ
と
、

日
月
に
逾
え
た
り
。
心
を
物
外
に
置
く
と
雖
も
、
身
、
人
寰
を
厭
い
、
跡
を

終
南
に
隠
す
と
雖
も
、
名
、
天
下
に
振
る
う
。
之
れ
を
見
れ
ば
飛
竜
の
如

く
、
之
れ
を
聞
け
ば
獅
子
に
似
た
り
。
大
凡
そ
摂
化
七
十
祀
の
間
は
盲
者
も

視
る
こ
と
を
得
、
聾
者
も
能
く
聴
き
、
瘖
者
も
能
く
語
り
、
跛
者
も
能
く
行

く
。
寔
に
是
れ
三
界
の
導
師
な
り
。
抑
、亦
た
四
生
の
倚
頼
と
す
る
者
を
や
。

夫
れ
物
に
善
悪
有
り
、
人
に
賢
愚
の
殊
あ
り
。
麒
麟
鸞
鳳
は
、
禽
獣
の
竒
秀

た
る
者
な
り
。
摩
尼
金
剛
は
金
石
の
霊
異
な
る
者
な
り
。
人
の
挺
粋
な
る
は

賢
聖
な
り
。
帝
の
称
首
た
る
は
尭
舜
な
り
。
后
の
美
た
る
は
文
母
な
り
。
臣

の
歎
ぜ
ら
る
る
は
元
凱
な
り
。
人
師
の
最
な
る
は
吾
祖
な
り
。
僧
史
の
明
文

に
漢
明
夢
を
感
じ
、
大
法
東
流
よ
り
以こ
の
か
た往
、
未
だ
吾
光
明
尊
者
の
智
徳
行
徳

の
盛
ん
な
る
に
等
き
は
有
ら
ず
と
は
、
此
の
意
な
り
。
大
師
の
独
り
此
の
称

誉
を
得
た
ま
え
る
こ
と
は
、
正
く
是
れ
廃
立
の
一
門
を
建
て
て
、
尊
号
超
絶

の
義
を
判
じ
、
取
捨
の
教
相
を
存
じ
て
雑
修
難
生
の
旨
を
詳
に
す
る
に
由
り



て
、
然
な
り
。

請
い
問
う
、
之
れ
曰
く
。
三
密
大
教
の
天
下
に
盛
ん
な
る
こ
と
は
、
是
れ

余
教
を
以
て
外
道
と
名
づ
け
、
他
宗
を
以
て
無
明
に
属
す
る
所
以
な
り
。
一

乗
円
宗
の
率
土
に
盈
ち
る
こ
と
は
、
乃
ち
余
教
を
以
て
邪
見
と
名
づ
け
、
他

家
を
以
て
麤
人
と
下
す
所
以
な
り
。
自
余
は
之
に
準
じ
て
知
れ
、
大
師
の
激

歓
に
曰
く

(53)、

道
場
を
時
に
逢
う
こ
と
難
く
、
遇
い
叵
し
。
無
常
迅
速
に
し
て
命
停
り

難
し
。
眼
前
の
業
道
、
人
人
見
る
、
皆
三
毒
に
由
て
因
縁
を
作
す
已上
と
。

如
来
歓
発
し
て
言
く

(54)、

若
し
善
男
子
善
女
人
有
り
て
、
阿
弥
陀
仏
を
説
く
を
聞
き
て
、
名
号
を

執
持
す
る
こ
と
若
は
一
日
、
乃
至
七
日
、
一
心
に
不
乱
な
れ
ば
、
其
の

人
命
終
る
時
に
臨
で
、
阿
弥
陀
仏
、
諸
の
聖
衆
と
与
に
現
に
其
の
前
に

在
す
。
是
の
人
終
る
時
、心
顚
倒
せ
ず
、即
ち
往
生
す
る
こ
と
を
得
已上
と
。

念
死
念
仏
の
妙
行
は
定
生
端
的
の
秘
要
な
り
。
南
無
阿
弥
陀
仏
。

　
　

三
学
自
然
勝
第
三
十
六

(53)  

善
導
『
法
事
讃
』（
浄
全
四
・
二
頁
下
）。

(54)  『
阿
弥
陀
経
』（
浄
全
一
・
五
四
頁
）。



詳
す
る
に
夫
れ
起
悪
駛
雨
の
凡
類
、
八
篇
十
重
の
戒
律
を
持
す
る
こ
と
、

甚
だ
難
く
、
欲
界
散
地
の
衆
生
、
三
摩
鉢
提
の
静
慮
に
入
る
こ
と
復
た
難
し
。

然
る
に
、
一
た
び
安
養
の
浄
刹
に
到
れ
ば
、
作
意
せ
ず
し
て
自
然
に
微
妙
の

五
分
を
具
え
、
劬
労
せ
ず
し
て
任
運
に
断
難
の
三
妄
を
断
つ
。
勤
求
出
道
の

人
、
孰
か
西
方
の
往
生
を
願
わ
ざ
ら
ん
や
。

問
て
曰
く
、
其
れ
実
に
自
然
に
三
学
を
備
え
、
任
運
に
断
徳
を
具
せ
ば
、

是
れ
則
ち
不
共
殊
絶
の
別
徳
な
れ
ば
な
り
。
尤
も
以
て
珍
敬
す
る
に
足
り

ぬ
。
其
の
義
出
で
て
何
の
処
に
在
り
や
。
乞
う
、
其
の
誠
文
を
見
て
、
以
て

信
心
を
増
長
し
成
就
せ
ん
如
何
。

答
て
曰
く
、
自
然
の
三
学
と
言
う
は
、
逝
多
林
会
の
『
無
量
寿
経
』
に
曰

く
(55)、

舎
利
弗
、
彼
仏
の
国
土
に
微
風
吹
き
て
、
諸
の
宝
行
樹
及
び
宝
羅
網
を

動
じ
て
、
微
妙
の
音
を
出
だ
せ
り
。
譬
ば
、
百
千
種
の
楽
を
同
時
に
倶

に
作
す
が
如
し
。
是
の
音
を
聞
く
者
は
、
皆
な
自
然
に
念
仏
念
法
念
僧

の
心
を
生
ず
已上
と
。

又
た
、
鷲
峰
山
頂
の
『
阿
弥
陀
経
』
に
曰
く

(56)、

(55)  『
阿
弥
陀
経
』（
浄
全
一
・
五
三
頁
）。

(56)  『
無
量
寿
経
』（
浄
全
一
・
三
二
頁
）。



徳
を
為
し
善
を
立
て
よ
。
正
心
正
意
に
し
て
斎
戒
清
浄
な
る
こ
と
一
日

一
夜
す
る
は
無
量
寿
国
に
在
り
て
、
善
を
為
す
こ
と
百
歳
す
る
に
勝
れ

た
り
。
所
以
は
何
ん
。
彼
仏
の
国
土
は
無
為
自
然
に
し
て
、
皆
衆
善
を

積
み
て
、
毛
髪
の
悪
無
き
な
り
。
此
に
於
て
善
を
修
す
る
こ
と
十
日
十

夜
す
れ
ば
、
他
方
の
諸
仏
の
国
土
に
於
て
善
を
為
す
こ
と
千
歳
す
る
に

勝
れ
た
り
。
所
以
は
何
ん
。
他
方
の
仏
国
は
善
を
為
す
者
は
多
く
、
悪

を
為
す
者
は
少
し
。
福
徳
自
然
に
し
て
造
悪
無
き
の
地と
こ
ろ
な
り
。
唯
此
の

間
の
み
、
悪
多
く
し
て
、
自
然
な
る
こ
と
有
る
こ
と
無
し
。
勤
苦
求
欲

し
て
転
た
相
い
欺
紿
す
。
心
労
し
、
形
困こ
う

じ
て
苦
を
飲
み
毒
を
食
う
。

是
の
如
く
恩
務
に
し
て
未
だ
嘗
て
寧
息
せ
ず
已上
と
。

『
法
事
讃
』
に
曰
く

(57)、

既
に
華
台
を
見
て
心
踊
躍
し
て
仏
に
従
て
逍
遥
と
し
て
自
然
に
帰
す
。

自
然
と
は
即
ち
是
れ
弥
陀
国
な
り
。
無
漏
無
生
に
し
て
還ま

た
即
ち
真
な

り
已上
。

『
安
楽
集
』
に
曰
く

(58)、

又
た
勧
て
衆
生
の
与
に
善
知
識
と
作
る
と
雖
も
、
必
ず
須
く
西
に
帰
せ

(57) 

善
導
『
法
事
讃
』（
浄
全
四
・
一
八
頁
下
）。 

(58)  

道
綽
『
安
楽
集
』（
浄
全
一
・
七
〇
八
頁
下
）。



し
む
べ
し
。
何
を
以
て
の
故
に
、
斯
の
火
界
に
住
す
れ
ば
、
違
順
の
境

多
き
に
由
り
て
多
く
退
没
す
る
こ
と
有
り
て
、
出
で
難
き
故
な
り
。
是

の
故
に
舎
利
弗
は
、
此
に
於
て
発
心
し
て
菩
薩
の
行
を
修
す
る
こ
と
已

に
六
十
劫
を
経
た
り
。
悪
知
識
の
乞
眼
の
因
縁
に
逢
い
て
遂
に
即
ち
退

転
す
。
故
に
知
り
ぬ
。
火
界
に
し
て
道
を
修
す
る
こ
と
甚
だ
難
し
。
故

に
勧
て
西
方
に
帰
せ
し
む
。
一
た
び
往
生
す
る
こ
と
を
得
れ
ば
、
三
学

自
然
に
勝
進
し
、
万
行
普
く
備
る
。
故
に
『
大
経
』
に
云
く
、
弥
陀
の

浄
国
は
造
悪
の
地
の
毛
髪
許
り
の
如
き
も
無
し
已上
と
。

『
礼
讃
』
の
序
に
曰
く

(59)、

彼
の
国
に
到
り
已
れ
ば
更
に
畏
る
る
所
無
し
。
上
の
如
き
の
四
修
、
自

然
任
運
に
し
て
自
利
利
他
具
足
せ
ず
と
云
う
こ
と
無
し
已上
。

又
た
、
清
了
禅
師
の
『
浄
土
説
』
に
曰
く

(60)、

経
に
曰
く
、
若
し
人
、
阿
弥
陀
仏
を
説
く
を
聞
き
て
、
名
号
を
執
持
す

る
こ
と
若
し
は
一
日
、
若
し
は
二
日
、
七
日
に
至
る
ま
で
一
心
不
乱
な

れ
ば
、
即
ち
極
楽
国
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
乃至
と
、
即
ち
『
楞
厳
経
』

に
仏
を
憶
し
仏
を
念
ず
れ
ば
、
現
前
当
来
に
必
定
し
て
見
仏
す
。
方
便

(59)  

善
導
『
往
生
礼
讃
』（
浄
全
四
・
三
五
六
頁
上
）。

(60)  

清
了
『
浄
土
説
』・
散
逸
。『
浄
土
或
問
』（
正
蔵

四
七
・
二
九
六
頁
中
）
な
ど
に
逸
文
が
あ
る
。



を
仮
ら
ず
し
て
自
ら
心
開
く
る
こ
と
を
得
と
、
中
下
の
二
機
を
連
摂
す

る
の
義
な
り
已上

又
た
『
般
舟
讃
』
に
曰
く

(61)、

微
塵
の
故
業
、
智
に
随
い
て
滅
す
。
不
覚
に
転
じ
て
真
如
門
に
入
る
。

大
小
僧
祇
恒
沙
劫
も
亦
た
弾
指
須
臾
の
間
の
如
し
。
此
の
如
く
逍
遥
快

楽
の
処
、
更
に
何
の
事
を
貪
る
か
。
生
を
求
め
ざ
る
已上
と
。

己
上
自
然
三
学
の
義
を
答
え
竟
ぬ
。

又
た
『
法
事
讃
』
に
云
く

(62)、

彼
に
到
り
て
華
開
き
て
大
会
に
入
れ
ば
、
無
明
煩
悩
自
然
に
亡
す
。
三

明
自
然
な
る
こ
と
は
仏
願
に
乗
ず
れ
ば
な
り
。
須
臾
に
合
掌
し
て
神
通

を
得
。

又
た
云
く

(63)、

釈
迦
諸
仏
の
恩
を
慚
愧
せ
よ
。
標
こ
こ
ろ
ざ
し心
為
に
西
方
の
楽
を
説
き
た
も
う
こ

と
は
、
斉
く
帰
し
て
正
門
に
入
ら
し
め
ん
と
欲
す
れ
ば
な
り
。
正
門
は

即
ち
是
れ
弥
陀
界
な
り
。
究
竟
解
脱
し
て
根
源
を
断
つ
。
去い

さ来
他
郷
に

は
停
ま
る
べ
か
ら
ず
。
仏
の
帰
家
に
従
い
て
、
本
国
に
還
り
、
一
切
の

(61)  

善
導
『
般
舟
讃
』（
浄
全
四
・
五
三
一
頁
下
）。

(62) 

善
導
『
法
事
讃
』（
浄
全
四
・
二
〇
頁
上
）。 

(63)  

善
導
『
法
事
讃
』（
浄
全
四
・
二
九
頁
上
）。



行
願
自
然
に
成
ぜ
ん
已上
と
。

任
運
断
惑
の
義
を
答
え
訖
ぬ
。
此
の
例
一
に
非
ず
。
自
余
は
学
者
自
ら
知
れ
。

夫
れ
以
れ
ば
、
若
し
、
此
方
修
治
の
断
除
に
依
れ
ば
、
尸
羅
持
ち
難
く
、
静

慮
修
し
叵
き
が
故
に
、
遥
に
三
十
三
阿
僧
祇
劫
を
経
て
、
然
て
後
、
始
め
て

果
性
果
果
性
の
高
台
に
登
る
。
若
し
西
方
浄
土
の
断
証
を
論
ず
れ
ば
、
自
然

に
十
度
を
具
足
し
、
任
運
に
三
惑
を
断
除
す
る
こ
と
、
焉
ぞ
思
議
す
べ
け
ん

や
。難

じ
て
曰
く
、
夫
れ
戒
珠
玷き
ず

有
れ
ば
、
無
明
の
長
夜
を
照
さ
ず
、
定
水
澄

ま
ざ
れ
ば
覚
月
の
霊
光
を
浮
か
め
ず
。
慧
灯
光
無
く
し
て
生
死
の
重
昏
を
明

か
に
せ
ざ
る
こ
と
、
是
れ
即
ち
五
濁
の
穢
界
に
住
し
て
、
悪
境
甚
だ
強
く
、

修
心
尤
も
弱
き
に
由
り
て
爾
な
り
。
然
る
に
、
十
方
の
浄
土
に
は
五
障
の
女

質
も
無
く
、亦
た
乞
眼
の
知
識
も
無
し
。
故
に
三
学
自
然
に
之
れ
を
具
足
し
、

二
障
任
運
に
之
れ
を
断
除
せ
ん
者
か
。
若
し
爾
ら
ば
三
学
自
然
の
勝
徳
、
豈

に
西
方
一
土
の
み
に
局
ら
ん
や
。
所
以
に
『
大
経
』
に
曰
く

(64)、「
諸
仏
国
土
、

福
徳
自
然
」
と
云
え
り
。
如
何
。

答
て
曰
く
、
十
方
の
浄
厳
に
は
乱
想
の
凡
夫
寄
託
す
る
に
由
無
し
。
故
に

(64)  

羅
什
訳
『
無
量
寿
経
』（
浄
全
一
・
三
二
頁
）。



多
く
は
賢
聖
の
菩
薩
に
就
き
て
、
以
て
三
学
自
然
の
義
を
論
ず
。
西
方
の
一

土
は
一
切
善
悪
の
凡
夫
、
生
ず
る
こ
と
を
得
る
が
故
に
全
く
底
下
の
異
生
に

就
き
て
、
以
て
五
分
任
運
の
旨
を
弁
ず
。
其
の
優
劣
判
然
た
り
。
智
人
自
量

せ
よ
。
矧い
わ
ん
や
又
た
、
三
世
の
如
来
は
或
は
是
れ
弥
陀
覚
王
の
分
身
な
り
。
又

た
即
弥
陀
智
母
の
所
生
な
り
。
若
し
は
本
仏
に
就
き
て
之
を
論
じ
、
若
し
は

能
生
に
就
き
て
之
れ
を
語
わ
ば
、
諸
仏
他
土
の
利
益
は
正
く
是
れ
弥
陀
浄
刹

の
一
徳
に
帰
嚮
す
る
の
み
。
寒
山
詩
に
曰
く

(65)、

誰
家
に
か
長
く
死
ざ
ら
ん
。
死
の
事
旧も
と
よ
り来
均
し
、
始
め
て
憶
う
八
尺
の

漢
、
俄
に
一
聚
の
塵
と
成
る
。
黄
泉
暁
る
日
無
く
、
青
草
時
有
て
春
な

り
。
行
き
到
り
て
心
を
傷
む
る
処
、
松
風
人
を
愁
殺
せ
し
む
已上
と
。

夫
れ
生
死
の
寒
天
に
は
尊
号
の
瓔
珞
、
是
れ
妙
服
た
り
。
輪
廻
の
飢
苦
に

は
念
仏
の
法
味
乃
ち
甘
露
な
り
。
南
無
阿
弥
陀
仏
。

　
　

持
念
超
経
勝
第
三
十
七

夫
れ
以
れ
ば
、
唯
だ
本
草
和
剤
の
方
経
を
読
む
と
き
は
則
ち
衆
瘵
除
痊
す

る
こ
と
大
い
に
難
く
、
兼
ね
て
擣
篩
和
合
の
良
薬
を
餌
べ
る
と
き
は
則
ち
万

(65)  『
寒
山
詩
闡
提
記
聞
』
巻
一
・
三
七
丁
オ
。



疾
愈
差
す
る
こ
と
是
れ
易
し
。
唯
だ
語こ
と
ば

に
説
衣
食
を
説
く
と
き
は
則
ち
飢
寒

を
除
く
こ
と
惟
れ
難
く
、
正
し
く
味
衣
を
服ふ
く
さ
ん餐

す
る
と
き
は
則
ち
飽
足
を
致

す
こ
と
惟
れ
易
し
。
称
名
と
誦
経
と
の
所
得
の
功
徳
、其
れ
然
ら
ざ
ら
ん
や
。

王
宮
所
説
の
『
阿
弥
陀
経
』
に
曰
く

(66)、

下
品
上
生
と
は
、
或
い
は
衆
生
有
り
て
始
め
に
大
乗
修
多
羅
の
章
句
を

持
誦
す
れ
ど
も
、
罪
未
だ
尽
き
ず
。
後
、
南
無
阿
弥
陀
の
宝
号
を
唱
念

し
て
、
障
り
悉
く
除
こ
る
故
に
。
化
仏
、
持
経
の
功
徳
を
讃
ぜ
ず
し
て
、

称
名
の
功
用
の
み
を
褒
揚
す
。
行
者
、
化
讃
を
聞
き
已
り
て
即
ち
如
来

の
後
に
随
い
て
宝
蓮
の
上
に
遊
ぶ
、
と
。

『
念
仏
鏡
』
に
曰
く

(67)、

問
う
、
経
を
読
す
る
功
徳
は
念
仏
の
功
徳
よ
り
多い
く
ば
く少

ぞ
や
。

答
う
、
読
経
の
功
徳
は
亦
た
念
仏
の
功
徳
よ
り
も
少
な
し
。
大
行
和
上

の
説
か
く
、
経
を
読
む
は　

猶
し
薬
方
を
読
む
が
如
く
、
念
仏
は
猶
し

薬
を
服
す
る
が
如
し
。
薬
方
を
読
む
に
は
病
即
ち
除
き
難
く
、
薬
を
服

す
に
は
病
則
ち
差い

え
易
し
。
読
経
修
道
の
功
徳
は
亦
た
念
仏
の
功
徳
の

正
し
く
是
れ
修
道
な
る
よ
り
少
な
し
。
此
の
事
を
以
て
の
故
に
功
徳
最

(66)  

畺
良
耶
舎
『
観
無
量
寿
経
』（
浄
全
一
・
五
〇
）

の
取
意
か
。

(67)  『
念
仏
鏡
』（
正
蔵
四
七
・
一
二
九
上
）。



も
多
し
。
問
う
、
経
を
講
ず
る
功
徳
、
念
仏
の
功
徳
よ
り
多い
く
ば
く少

ぞ
や
。

答
う
、
講
経
の
功
徳
は
亦
た
念
仏
の
功
徳
よ
り
少
な
き
こ
と
、
百
千
万

倍
な
り
。
何
を
以
て
の
故
に
。
講
経
は
猶
し
宝
を
数
う
る
が
如
く
、
念

仏
は
猶
し
宝
を
用
ゆ
る
が
如
し
。
宝
を
数
う
る
こ
と
多
し
と
雖
も
、
貧

苦
を
除
か
ず
。
宝
を
用
ゆ
る
こ
と
は
多
か
ら
ず
と
雖
も
、
功
徳
を
得
る

こ
と
無
量
な
り
。
罪
を
滅
す
と
言
わ
ず
。
功
徳
を
得
と
言
わ
ず
。
明
ら

か
に
知
ん
ぬ
。
念
仏
の
功
徳
よ
り
少
な
き
こ
と
、
百
千
万
倍
な
り
已上
と
。

又
た
云
く

(68)、

第
四
に
念
仏
対
講
説
門
に
問
う
、
阿
弥
陀
仏
を
念
ず
る
功
徳
は
聞
経
の

功
徳
よ
り
多い
く
ば
く少

ぞ
や
。

答
う
、
念
仏
の
功
徳
は
聞
経
の
功
徳
よ
り
多
き
こ
と
百
千
万
倍
な
り
。

何
を
以
て
か
知
る
こ
と
を
得
る
。『
観
経
』
の
下
品
上
生
の
人
、
悪
と

し
て
作
ら
ず
と
い
う
こ
と
無
く
、
悪
を
造
る
に
由
る
が
故
に
。
命
終
わ

ら
ん
と
欲
す
る
時
、
地
獄
の
衆
火
、
一
時
に
倶
に
至
る
。
善
知
識
に
遇

い
て
為
に
十
二
部
経
を
説
く
に
、
彼
の
人
、
聞
き
已
り
て
千
劫
等
の
罪

を
滅
除
す
。
経
を
聞
く
力
、
少
な
く
し
て
、
地
獄
猶
お
未
だ
滅
せ
ず
。

(68)  『
念
仏
鏡
』（
正
蔵
四
七
・
一
二
九
上
）。



智
者
の
教
え
て
阿
弥
陀
仏
を
念
ず
る
こ
と
を
得
て
十
口
す
る
に
、

八
十
億
劫
生
死
の
罪
を
滅
除
す
。
多
く
能
く
身
命
を
済
う
。
講
経
は
亦

た
石
を
磨
す
る
が
如
く
、
少
分
の
利
益
を
獲
て
尽
く
他
人
に
与
う
と
雖

も
、自
損
無
量
な
り
。
為
に
礼
拝
供
養
を
受
け
て
大
い
に
果
報
を
損
す
。

所
以
に
『
論
』
に
曰
く
、
譬
え
ば
貧
窮
の
人
、
昼
夜
に
他
の
宝
を
数
う

る
に
自
ら
半
銭
の
分
無
き
が
如
く
、
多
聞
も
亦
た
是
の
如
し
。
故
に
知

ん
ぬ
、
講
経
の
功
徳
は
念
仏
の
功
徳
よ
り
少
な
き
こ
と
百
千
万
倍
な

り
。
何
を
以
て
か
知
る
こ
と
を
得
る
。『
唯
識
論
』
の
如
き
は
、
多
く

我
を
計
す
る
こ
と
を
破
す
。
講
論
の
者ひ
と

、
口
に
法
を
説
く
と
雖
も
、
心

に
多
く
我
を
計
す
。
我
を
起
こ
さ
ざ
る
者
は
万
が
中
に
一
り
も
無
し
。

所
以
に
『
法
華
経
』
に
曰
く
、
我
慢
を
も
て
自
ら
矜
高
し
、
謟
曲
に
し

て
心
不
実
な
れ
ば
、
千
万
億
劫
に
於
て
仏
の
名
字
を
聞
か
ず
、
亦
た
正

法
を
聞
か
ず
。
是
の
如
き
の
人
は
、
度
し
難
し
、
と
。
是
の
事
に
由
る

が
故
に
。
講
論
は
念
仏
に
如
か
ざ
る
こ
と
百
千
万
倍
な
る
こ
と
。
所
以

に
上
世
に
懐
感
法
師
、
智
仁
法
師
、
蘊
法
師
有
り
て
皆
な
講
論
を
捨
て

て
同
じ
く
念
仏
に
帰
す
已上
と
。



難
じ
て
曰
く
、『
法
華
』『
華
厳
』『
般
若
』『
大
品
』
等
の
大
乗
の
衆
典
の
中

に
読
誦
解
説
等
の
五
種
の
妙
行
を
挙
げ
て
疾
成
菩
提
の
正
因
と
結
歎
し
、
披

読
諷
誦
等
の
十
種
の
法
行
を
出
だ
し
て
、
功
徳
無
辺
の
妙
行
な
り
と
褒
讃
す

る
こ
と
其
の
説
一
に
非
ず
。
今
、粗
ぼ
五
三
を
出
だ
し
て
其
の
義
を
示
さ
ん
。

且
ら
く
『
法
華
』
の
第
六
に
曰
く

(69)、

若
し
我
れ
宿
世
に
於
て
此
の
経
を
受
持
し
読
誦
し
他
人
の
為
に
説
か
ず

ん
ば
、疾
く
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
る　

こ
と
能
わ
ず
。
乃至　

是

の
故
に
諸
の
菩
薩
摩
訶
薩
、
如
来
の
滅
後
に
於
て
常
に
応
に
是
の
経
を

受
持
し
読
誦
し
解
説
し
書
写
す
べ
し
、
と
。

又
た
云
く

(70)、「
何
に
况
ん
や
見
る
こ
と
を
得
。
受
持
読
誦
せ
ん
を
や
」。
又

た
云
く

(71)、
是
の
経
を
読
ま
ん
者
は
常
に
憂
悩
無
く
、又
た
病
痛
無
け
ん
。
乃至

遊
行

す
る
に
畏
れ
無
き
こ
と
師
子
王
の
如
く
、
智
慧
光
明
は
日
の
照
ら
す
が

如
く
な
ら
ん
已上
と
。

『
論
註
』
に
曰
く

(72)、「
名
、
法
に
即
す
と
は
、
諸
仏
菩
薩
の
名
号
、
般
若
波

羅
蜜
及
び
陀
羅
尼
の
章
句
、
禁
咒
の
音
辞
等
是
れ
な
り
」
乃
至

広
説
。

(69)  

羅
什
訳
『
法
華
経
』（
正
蔵
九
・
五
一
上
〜
中
）。

(70)  

羅
什
訳
『
法
華
経
』（
正
蔵
九
・
二
八
下
）。

(71)  

羅
什
訳
『
法
華
経
』（
正
蔵
九
・
三
九
下
）。

(72)  

曇
鸞
『
往
生
論
』（
浄
全
一
・
二
三
八
下
）。



又
た
弘
法
大
師
の
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
曰
く

(73)、

外
書
は
百
姓
の
文
の
如
く
、
仏
経
は
天
子
の
勅
の
如
し
。
是
の
故
に
釈

帝
、
之
れ
を
誦
し
て
修
羅
の
軍
を
摧
く
や
。
閻
王
、
之
れ
に
跪
ず
い
て

受
持
の
人
を
礼
す
已上
。

『
法
華
伝
』
に
曰
く

(74)、

僧
の
道
慧
は
蜀
の
人
な
り
。
少お
さ
な

く
し
て
父
母
に
喪わ
か

れ
、
兄
に
従
い
て
養

大
す
。
昼
夜
に
悲
哭
し
て
其
の
父
母
を
恋
慕
す
。
生
年
九
歳
に
し
て
師

に
従
い
て
法
華
を
誦
通
し
て
其
の
脱
苦
を
祈
請
す
。
誦
す
る
こ
と
一
百

部
に
満
つ
る
と
き
夢
み
ら
く
、
福
成
寺
の
上
空
に
殊
特
の
光
有
り
。
漸

ら
く
庭
に
近
く
忽
ち
に
天
有
る
を
見
る
。
百
千
の
天
衆
、
而
も
之
れ
を

囲
遶
す
。
道
慧
に
告
げ
て
言
く
、
吾
れ
は
是
れ
汝
が
双
親
な
り
。
誦
経

の
力
に
依
り
て
第
二
の
天
に
生
じ
て
、
悪
趣
の
怖
れ
を
脱
す
。
若
し
誦

す
る
こ
と
千
部
に
満
た
せ
ば
、
必
ず
浄
土
に
生
ず
べ
し
。
当
に
知
る
べ

し
、
親
子
の
契
り
深
く
し
て
、
来
謁
し
て
情
を
陳
ぶ
、
と
。
是
の
語
を

作
し
已
り
て
、
隠
れ
て
見
え
ず
。
覚さ

め悟
て
倍
ま
す
ま
す

信
を
生
じ
て
重
ね
て
弥
い
よ
い
よ

専
ら
諷
誦
す
。
聞
く
者
、
展
転
し
て
父
母
の
脱
苦
の
為
に
経
を
誦
す
る

(73)  

空
海
『
秘
蔵
宝
籥
』（
正
蔵
七
七
・
三
六
七
中
）。

(74)  

僧
詳
『
法
華
伝
記
』（
正
蔵
五
一
・
六
七
中
）。



に
夢
告
を
感
ず
る
こ
と
盍
し
多
し
。
略
し
て
述
せ
ざ
る
の
み
已上
と
。

読
経
の
功
徳
甚
深
殊
絶
な
る
こ
と
斯
の
如
し
。『
法
華
玄
義
』
に
『
浄
名
』
を

引
い
て
曰
く

(75)、

説
法
浄
き
と
き
は
則
ち
智
慧
浄
し
と
。『
毘
曇
』
に
云
く
、
説
法
解
説
、

聴
法
離
脱
と
説
法
開
導
す
る
は
是
れ
前
人
の
得
道
の
全
因
縁
な
り
。
化

の
功
已
に
帰
し
て
十
心
則
三
倍
に
し
て
転
た
明
な
り
已上
。

荊
谿
尊
者
の
云
く

(76)、「
説
法
の
力
、
内
に
自
智
を
薫
す
る
を
以
て
倍
ま
す
ま
す、

清
浄

な
ら
し
む
。
化
功
帰
已
の
意
、
斯
に
在
り
」
已上
と
。『
法
華
』
に
曰
く

(77)、「
能

く
竊
に
一
人
の
為
に
も『
法
華
経
』を
説
か
ん
」等文
。『
浄
名
疏
』
に
曰
く

(78)、「
微

遠
の
種
を
い
わ
ば
、
畜
生
道
の
中
の
久
遠
の
一
句
、
尚
お
因
と
為
る
こ
と
を

得
。
况
や
復
た
講
を
聴
き
て
講
説
せ
ん
者
を
や
」
已上

『
法
華
伝
』に
曰
く

(79)、

釈
の
僧
隆
法
師
は
、
何
れ
の
所
の
人
と
云
う
こ
と
を
知
ら
ず
、
貞
観
年

中
を
以
て
北
道
従
り
北
印
度
に
出
で
て
、
勧
化
せ
ん
と
欲
す
。
更
に
中

天
竺
に
於
て
梵
本
『
法
華
』
を
誦
得
し
て
健
陀
羅
国
に
到
り
て
自
ら
講

を
開
く
に
四
方
雲
の
如
く
に
馳
集
し
万
群
星
の
如
く
に
朝
望
す
。
後
、

疾
に
遇
て
死
す
。
三
日
を
経
て
蘇
起
し
て
曰
く
、
吾
れ
閻
魔
天
子
に
見ま
み

(75)  

智
顗
『
法
華
玄
義
』（
正
蔵
三
三
・
七
三
三
中
）。

(76)  

湛
然
『
法
華
玄
義
釈
懴
』（
正
蔵
三
三
・
八
八
八

中
）。

(77)  

羅
什
訳
『
法
華
経
』（
正
蔵
九
・
三
〇
下
）。

(78)  

智
圓
『
維
摩
経
略
疏
垂
裕
記
』（
正
蔵

三
八
・
七
三
七
中
）。

(79)  

僧
詳
『
法
華
伝
記
』（
正
蔵
五
一
・
五
七
下
）。



ゆ
。
問
う
、
道
人
何
な
る
功
徳
か
有
り
や
。
答
う
、
法
華
を
誦
得
し
て

自
ら
講
肆
を
開
て
衆
生
を
勧
化
す
と
。
王
の
曰
く
、
読
誦
は
是
れ
真
実

な
り
。
講
説
は
浮
虚
に
し
て
情
に
随
て
分
別
す
。
豈
に
勝
功
徳
な
ら
ん

や
。
答
う
、
読
誦
は
自
を
専
ら
に
し
、
講
説
は
恵
施
す
。
利
物
は
是
れ

菩
薩
の
懐
、
豈
に
浮
虚
に
し
て
功
徳
無
き
と
は
王
歓
喜
し
て
座
従
り
下

り
、
長
跪
し
て
言
く
。
善よ
き
か
な哉

善よ
き
か
な哉

、
汝
高
座
に
昇
て
将
に
其
の
義
を
講

説
せ
よ
と
、
隆
即
ち
高
き
に
昇
て
題
を
唱
え
、
義
を
開
く
に
、
庁
中
の

罪
人
、
隆
が
声
の
及
ぶ
所
、
離
苦
得
楽
し
て

鎖
自
ら
解
け
。
或
は
人

天
に
生
ず
。
王
の
曰
、
止
や
み
ね
や
み
ね
止
、
汝
命
未
だ
尽
き
ず
、
還
て
本
身
に
到
れ

と
。
即
ち
随
て
路
に
帰
て
蘇
る
こ
と
を
得
と
、
当
に
知
る
べ
し
、
妙
法

は
人
天
の
要
行
、
菩
提
の
直
道
な
り
。
専
心
専
行
し
て
懈
怠
す
る
こ
と

莫
れ
と
。
聞
く
者
、涙
を
流
し
て
慇
重
の
心
を
生
ず
る
こ
と
蓋
し
多
し
。

凡
そ
見
聞
の
者ひ
と

、
少
を
捨
て
て
大
に
帰
す
已上
と
。

夫
れ
漢
家
本
朝
の
『
法
華
伝
』
中
に
、
読
誦
解
説
等
の
功
力
を
出
す
こ
と

一
に
非
ず
。
文
繁
き
が
故
に
於こ
こ
に是

之
れ
を
戴
せ
ず
。
又
た
、『
龍
舒
が
浄
土
文
』

に
曰
く

(80)、

(80) 

王
日
休
『
龍
舒
浄
土
門
』（
浄
全
六
・
八
六
九
上
）。



唐
の
房
翥
、翥
暴
死
し
て
陰
府
に
至
り
て
閻
魔
王
を
見
ゆ
。
王
の
曰
く
、

案
簿
に
拠
る
に
、
君
曽
し
、
一
の
老
人
に
勧
め
て
念
仏
せ
し
め
、
已
に

浄
土
に
生
ぜ
し
む
。
君
、
此
の
福
を
承
く
。
亦
た
浄
土
に
生
ず
合
う
べ

し
。
故
に
召
し
来
た
り
て
相
い
見
ゆ
已上
と
。

又
た
『
観
経
』
に
は

(81)、「
勧
進
行
者
を
以
て
九
品
往
生
の
正
因
と
為
す
」
と

説
き
、『
法
華
』
に
は

(82)、「
五
十
転
聞
を
以
て
八
十
箇
迴
の
檀
度
に
勝
れ
り
」

と
明
す
等
、
亦
た
是
れ
講
経
功
用
の
殊
絶
な
る
こ
と
を
顕
示
す
る
の
み
。
若

し
爾
ら
ば
講
読
の
慧
業
を
以
て
卑
劣
の
小
徳
と
為
る
こ
と
豈
に
衆
典
の
現
文

に
乖
く
に
あ
ら
ず
や
。

答
て
曰
く
、
此
の
難
不
類
な
り
。
誰
か
云
う
や
、
五
種
の
妙
行
を
勤
め
て

二
世
の
巨
益
を
得
る
こ
と
無
し
と
は
、
夫
れ
従
上
所
引
の
文
意
は
、
只
た
だ
た
だ

是

れ
独
歎
独
讃
の
意
に
し
て
未
だ
必
ず
し
も
念
仏
の
功
徳
の
功
力
に
相
対
し
て

以
て
其
の
優
劣
を
勘
判
せ
ず
。
今
、
論
釈
の
意
は
二
行
相
望
し
て
以
て
其
の

高
下
を
批
評
す
る
の
み
。
或
は
又
た
無
解
の
読
経
名
利
の
講
論
は
未
だ
修
行

観
念
の
岸
に
至
ら
ず
、
猶
、
名
句
文
身
の
筏
留
る
人
に
約
し
て
以
て
語
る
こ

と
を
為
す
。
且
く
『
円
覚
経
』
に
曰
く

(83)、

(81)  

畺
良
耶
舎
『
観
無
量
寿
経
』「
三
者
発
菩
提
心
、

深
信
因
果
、
読
誦
大
乗
、
勧
進
行
者
、
如
此
三
事
、

名
為
浄
業
。
仏
告
韋
提
希
、
汝
今
知
不
、
此
三

種
業
過
去
未
来
現
在
三
世
諸
仏
浄
業
正
因
」（
浄

全
一
・
三
九
）
の
取
意
。

(82)  

羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
』（
正
蔵
九
・
四
六
下
）

の
取
意
。

(83) 

仏
陀
多
羅
訳『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
』（
正

蔵
一
七
・
九
一
七
上
）。



修
多
羅
の
教
は
月
を
標
す
指
の
如
し
。
若
し
復
た
月
を
見
て
所
標
は
畢

竟
じ
て
月
に
非
ず
と
一
切
の
如
来
、
種
種
の
言
説
を
も
て
菩
薩
を
開
示

す
る
こ
と
も
了
知
す
。
亦
復
た
、
是
の
如
し
。
此
れ
を
菩
薩
已
入
地
の

者ひ
と

の
随
順
覚
性
と
名
く
已上
と
。

又
た
、『
首
楞
厳
経
』
に
曰
く

(84)、「
多
聞
有
り
と
雖
も
、
若
し
修
行
せ
ざ
れ

ば
、
不
聞
と
等
し
、
人
の
食
を
説
く
に
、
終
に
飽
く
こ
と
能
わ
ざ
る
が
如
し
」

已上
と
。
学
者
知
ぬ
べ
し
。
問
う
、
上
来
は
已
に
唯
披
読
諷
誦
、
講
経
談
論
の

み
に
し
て
未
だ
妙
解
妙
行
の
位
に
至
ら
ざ
る
の
人
、
其
の
功
徳
の
微
浅
な
る

こ
と
を
聞
き
つ
。
若
し
観
解
相
応
し
て
経
を
読
み
、
経
を
講
ぜ
ば
、
其
の
功

用
尤
も
甚
深
な
る
べ
き
者
か
、
且
く
『
法
華
文
句
』
に
曰
く

(85)、「
又
た
法
華

の
文
を
信
ず
る
は
、
則
ち
実
相
の
本
を
見
る
な
り
」
已上

と
。
又
た
、『
法
華
玄

義
』
に
曰
く
、「
大
乗
の
文
字
を
読
誦
す
。
文
字
は
是
れ
法
身
の
気
命
な
り
。

読
誦
明
利
な
る
は
是
れ
円
家
の
数
息
停
心
な
り
」
已上
と
。
妙
楽
大
師
の
云

く
(86)、

文
字
は
是
れ
法
身
気
命
と
言
う
は
、
例
せ
ば
欲
界
有
漏
の
色
身
、
息
住

す
れ
ば
命
住
し
、
息
尽
き
ぬ
れ
ば
命
尽
き
る
が
如
し
。
法
身
も
亦
た
然

(84)  

般
剌
蜜
帝
訳
『
首
楞
厳
経
』（
正
蔵

一
九
・
一
〇
九
上
）。

(85)  

智
顗
『
法
華
文
句
』（
正
蔵
三
・
四
三
下
）。

(86)  

湛
然
『
法
華
玄
義
釈
懴
』（
正
蔵
三
三
・
八
八
八

下
）。



な
り
。
能
詮
の
教
有
れ
ば
、
法
身
則
ち
住
し
、
大
乗
の
教
没
せ
ば
法
身

豈
に
存
ぜ
ん
や
已上
。

又
た
、
内
薫
自
智
、
令
倍
清
浄
の
解
釈
、
説
法
浄
則
、
智
慧
浄
の
所
判
や
、

智
慧
光
明
如
日
の
照
の
経
文
等
は
皆
な
観
慧
相
応
の
誦
経
講
演
の
功
徳
の
絶

妙
な
る
こ
と
を
顕
示
す
。
若
し
此
の
如
き
講
経
誦
典
の
功
徳
を
以
て
、
念
仏

に
比
対
し
て
其
の
功
用
の
多
少
を
論
ぜ
ば
、
豈
に
念
仏
の
功
徳
よ
り
も
劣
る

と
云
う
容
け
ん
や
、
如
何
。

答
て
曰
く
、
猶
お
以
て
劣
な
り
と
為
す
。
然
る
所
以
は
、
是
れ
則
ち
非
本

願
の
行
な
る
が
故
に
雑
修
雑
行
な
る
が
故
な
り
。
此
の
義
、『
双
巻
』
及
以

び
『
観
経
』
等
に
出
で
た
り
。
学
者
知
り
ぬ
べ
し
。
夫
れ
以
れ
ば
吾わ
な
み等

一
切

衆
生
、
九
方
の
浄
域
を
捨
て
、
西
方
の
一
土
に
帰
せ
ん
よ
り
以こ
の
か
た降

、
九
蓮
名

を
誌
る
す
こ
と
惟
し
年
尚
し
、
五
雲
軒
に
縈
ら
ん
こ
と
、
正
く
幾ち
か
き
に
在
る
者

な
り
。
誰
か
之
れ
を
喜
ば
ざ
ら
ん
や
。
玄
弉
三
蔵
所
訳
の
漸
誘
釈
に
云
く

(87)、

若
し
夫
れ
財
を
蓄
え
、
利
を
求
る
の
意
は
身
を
養
い
、
命
を
継
が
ん
が

為
な
り
。
公
に
事
つ
か
ま
つり

、
私
を
勤
る
の
本
は
、
徳
を
立
て
、
名
を
揚
げ
ん

と
欲
す
る
な
り
。
然
る
に
偏
に
一
生
の
利
を
貪
れ
ば
、
必
ず
万
代
の
害

(87)  

出
典
未
詳
。



を
被
る
。
現
前
の
楽
を
求
む
れ
ば
、
定
で
来
世
の
苦
を
受
く
。
今
、
家

に
珍
宝
を
積
み
、
国
に
宗
族
満
つ
と
雖
も
、
病
賊
雲
の
如
く
に
集
り
、

殺
兵
風
の
如
く
に
来
る
と
き
は
則
ち
一
財
も
留
ま
ら
ず
。
一
族
も
相
い

親
近
せ
ず
、
是
れ
皆
な
苦
器
な
り
。
終
に
無
常
の
道
に
帰
し
、
業
風
迫

し
て
来
れ
ば
四
大
別
離
す
。
千
色
を
以
て
厳
る
と
雖
も
、悪
む
べ
き
気
、

尚
臭
し
。
百
味
を
以
て
養
う
と
雖
も
、
徒
に
棺
中
に
朽
爛
し
膿
血
九
穴

よ
り
流
れ
て
臭
香
八
方
に
散
ず
。
親
愛
の
妻
子
も
鼻
を
掩
う
て
悪
厭

し
、同
心
の
朋
党
も
唾
を
吐
き
て
兼
て
去
る
。
是
れ
甚
だ
賤
き
身
な
り
。

白
虫
九
穴
に
蠢
き
青
蝿
膿
の
上
に
飛
ぶ
。
死
骸
は
林
野
に
留
め
て
以
て

塵
灰
と
成
り
、
神
識
は
中
陰
に
付
て
以
て
所
宿
を
求
む
已上
と
。

鳴
呼
貴
き
か
な
、
尊
号
摩
尼
の
絺
紘
は
速
に
八
熱
の
苦
を
除
き
、
念
仏
珍

御
の
貂
狐
は
忽
に
八
寒
の
憂
を
治
す
。
南
無
阿
弥
陀
仏

　　
　

攘
災
招
福
勝
第
三
十
八

夫
れ
原
る
に
除
療
増
福
は
是
れ
一
切
有
情
の
希
求
す
る
所
な
り
。
魑
魅
厄

難
は
乃
ち
六
合
異
生
の
恐
怖
す
る
所
な
り
。
然
る
に
吾
が
弥
陀
世
尊
は
啻
出



世
の
大
医
と
し
て
能
く
塵
労
垢
習
の
痼
病
を
治
し
玉
う
の
み
に
匪
ず
。
亦
た

世
閒
の
良
医
と
し
て
善
く
定
業
難
転
の
重
疾
を
療
し
玉
う
者
を
や
。
増
息
敬

調
の
現
利
を
求
ん
の
人
、
誰
か
無
量
寿
の
大
毉
に
帰
嚮
せ
ざ
ら
ん
や
。
且
く

『
安
楽
集
』
に
曰
く

(88)、

弥
陀
釈
迦
二
仏
比
校
と
は
、
謂
く
此
の
仏
、
釈
迦
如
来
は
八
十
年
世
に

住
み
玉
う
。
暫
く
現
じ
て
即
ち
去
る
。
去
を
返
り
玉
わ
ず
、
忉
利
の
諸

天
に
比
す
る
に
一
日
に
も
至
ら
ず
、
又
た
、
釈
迦
在
せ
し
時
救
縁
弱
し
、

毘
舎
離
国
に
し
て
人
の
現
患
を
救
い
玉
い
し
等
の
如
し
。
何
ん
と
な
れ

ば
、
時
に
毘
舎
離
国
の
人
民
五
種
の
悪
病
に
遭
え
り
。
一
に
は
眼
赤
く

血
の
如
し
、
二
に
は
両
耳
よ
り
膿
を
出
す
、
三
に
は
鼻
中
よ
り
血
を
流

す
、
四
に
は
舌
噤つ
ぐ

ん
で
声
無
し
、
五
に
は
所
食
の
物
化
し
て
麤
渋
と
な

り
、
六
に
は
識
閉
塞
せ
る
こ
と
猶
し
酔
人
の
如
し
。
五
夜
叉
有
り
、
或

は
訖
拏
迦
羅
と
名
づ
く
。
面
黒
き
こ
と
墨
の
如
く
五
眼
有
り
。
鉤
牙
上

さ
ま
に
出
で
て
人
の
精
気
を
吸
う
。
良
毉
耆
婆
其
の
道
術
を
尽
せ
ど

も
、
救
う
こ
と
能
わ
ざ
る
所
な
り
。
時
に
月
盍
長
者
な
る
も
の
有
り
て

首
と
為
す
。
病
人
を
部
領
し
て
皆
来
て
仏
に
帰
し
て
頭
を
叩
て
哀
を
求

(88)  

道
綽
『
安
楽
集
』（
浄
全
一
・
七
〇
四
下
）。



む
。
爾
の
時
世
尊
、
無
量
の
悲
愍
を
起
し
て
病
人
に
告
て
曰
く
、
西
方

に
阿
弥
陀
仏
、
観
世
音
大
勢
至
菩
薩
有
り
、
汝な
ん
だ
ち等
一
心
に
合
掌
し
て
見

た
て
ま
つ
ら
ん
こ
と
を
求
め
よ
。
是
れ
に
於
て
大
衆
皆
な
仏
勧
に
従
て

合
掌
し
て
哀
を
求
む
。
爾
る
時
に
彼
の
仏
、
大
光
明
を
放
ち
、
観
音
大

勢
一
時
に
倶
に
到
り
て
大
神
咒
を
説
き
玉
う
に
一
切
の
病
苦
皆
な
悉
く

消
除
し
て
平
復
す
る
こ
と
故も
と

の
如
し
。
然
に
二
仏
の
神
力
、
応
に
斉
等

な
る
べ
し
。
但
し
釈
迦
如
来
、
己
が
能
を
申の

べ
た
ま
わ
ず
し
て
、
故
ら

に
彼
の
長
を
顕
て
一
切
衆
生
を
し
て
莫
ら
し
め
ん
と
欲
す
。
斉
く
帰
せ

ず
と
云
う
こ
と
。
是
の
故
に
釈
迦
、
処
処
に
歎
帰
し
玉
う
こ
と
、
須
く

此
の
意
を
知
る
べ
し
已上
と
。

又
た
『
理
趣
釈
』
に
曰
く

(89)、「
若
し
人
、
此
の
一
字
の
真
言
を
持
て
は
能
く

一
切
の
災
禍
疾
病
を
除
く
。
命
終
已
後
に
当
に
安
楽
国
土
に
生
じ
て
上
品
上

生
を
得
べ
し
」
已上

と
。
炳
文
義
を
載
せ
て
掲
焉
な
り
。
下
語
す
る
に
及
ば
ず
、

又
た
西
方
の
行
者
の
上
に
於
て
は
護
念
増
上
縁
の
義
有
る
こ
と
、
此
の
中
に

応ま

さ当
に
広
く
之
れ
を
説
く
べ
し
と
、
又
た
、
無
量
寿
如
来
を
以
て
以
て
本
尊

と
為
し
て
息
災
の
護
摩
を
修
す
る
こ
と
有
り
。
此
れ
亦
た
壌
災
殊
勝
の
意
な

(89)  

不
空
訳
『
大
楽
金
剛
不
空
真
実
三
昧
耶
経
般
若

波
羅
蜜
多
理
趣
釈
』（
正
蔵
一
九
・
六
一
二
中
）。



る
を
や
。

問
て
曰
く
、
顕
密
の
経
軌
を
案
ず
る
に
、
広
く
六
観
世
音
、
八
大
観
音
に

三
毒
七
難
、
皆
離
二
求
、
両
願
悉
満
の
本
誓
有
る
こ
と
を
明
す
。
若
し
爾
ら

ば
、
此
の
一
勝
、
更
に
成
立
せ
ず
、
如
何
。

答
て
曰
く
弥
陀
大
悲
門
の
利
物
を
以
て
観
自
在
尊
と
名
づ
け
、
妙
雲
大
智

門
の
済
生
を
以
て
大
勢
至
尊
と
号
せ
り
。
之
れ
を
以
て
之
れ
を
観
れ
ば
、
観

音
大
士
の
巨
益
は
全
く
是
れ
無
量
寿
如
来
の
妙
徳
な
る
こ
と
を
。
抑
、
又
た

止た
だ

弥
陀
一
仏
の
大
悲
を
以
て
観
世
音
菩
薩
と
名
づ
く
る
の
み
に
非
ず
。
三
世

慈
尊
の
悲
心
利
生
の
事
も
皆
同
じ
く
円
通
大
士
の
悲
化
に
帰
在
す
。
夫
の
伽

栗
斯
山
中
の
妙
文
に
我
れ
六
臂
荘
厳
の
体
を
現
ず
、
大
悲
誓
願
の
深
き
こ
と

海
の
如
し
、
劫
を
経
て
無
量
阿
僧
祇
、
衆
生
を
悲
愛
す
る
こ
と
一
子
の
如
し
、

今
世
後
世
に
能
く
楽
を
施
す
、
三
世
諸
仏
の
慈
悲
の
水
、
皆
融
し
皆
円
に
し
、

皆
凝
湛
し
て
悉
く
我
が
独
の
大
悲
海
に
入
る
と
宣
べ
た
る
。
誠
諦
の
金
言
、

思
て
知
る
べ
し
。

問
て
曰
く
、
三
世
十
方
の
諸
仏
等
、
皆
同
じ
く
四
種
の
勝
益
を
施
し
普
く

一
切
の
群
類
を
利
す
と
。
若
し
爾
ら
ば
豈
に
阿
弥
陀
の
み
独
り
攘
災
招
福
の



巨
益
を
施
さ
ん
や
。

答
て
曰
く
、
誰
か
云
う
、
哉
弥
陀
独
り
利
し
て
余
仏
に
全
く
無
し
と
は
倶

に
其
の
益
有
り
と
雖
も
、
只
た
だ
た
だ

其
の
高
卑
を
論
ず
る
の
み
。
矧
や
十
方
の
調

御
は
正
た
極
楽
界
よ
り
出
で
た
り
。
若
し
末
を
以
て
本
に
帰
し
て
以
て
其
の

徳
用
を
論
ぜ
ば
、
諸
仏
四
種
の
巨
益
は
全
く
本
仏
弥
陀
の
勝
徳
に
帰
す
。
夫

の
子
弟
士
庶
卿
大
夫
諸
侯
天
子
等
、
各
其
の
功
を
以
て
次
第
し
て
本
に
譲
る

が
如
き
の
み
。
又
た
解
す
ら
く
、
薬
師
如
来
は
正
く
十
二
の
上
願
を
成
就
し

て
専
ら
四
種
の
勝
益
を
施
与
し
玉
え
り
。
然
る
に
一
論
の
意
に
依
て
二
六
上

願
の
元
起
を
温
ぬ
れ
ば
、
修
行
願
成
は
太
皇
太
后
の
修
功
に
似
た
り
と
雖

も
、
最
初
の
本
誓
は
正
く
弥
陀
覚
王
の
大
悲
水
よ
り
出
で
た
り
。
若
し
之
れ

に
依
て
之
れ
を
言
わ
ば
、
十
二
大
願
の
現
世
を
利
す
る
。
豈
に
異
人
の
本
誓

な
ら
ん
や
。
正
く
是
れ
法
蔵
薩
埵
の
悲
願
な
る
こ
と
を
。
原
る
に
夫
れ
吾
が

無
量
寿
如
来
の
瑞
光
を
舒
べ
て
以
て
毘
舎
を
救
い
玉
う
は
、
是
れ
衆
病
悉
除

の
誓
約
を
逐
げ
ん
と
な
り
。
医
王
婆
伽
の
八
士
に
勅
し
て
以
て
西
路
を
示
し

玉
う
は
、
乃
ち
引
接
安
養
の
本
願
を
扶
ん
と
な
り
。
若
し
爾
ら
ば
、
一
切
如

来
の
攘
災
の
利
益
は
全
く
是
れ
西
刹
教
主
一
仏
の
霊
徳
に
帰
趣
す
る
の
み
。



智
人
思
察
せ
よ
。
智
人
思
察
せ
よ
。
有
処
に
曰
く
（
檀
那
の
釈
な
り
）
五
塵

六
欲
は
貪
染
す
る
に
暇
ら
ず
、
人
命
は
無
常
な
り
。
此
の
身
何
ぞ
保
た
ん
。

一
息
追
わ
ざ
れ
ば
千
載
長
く
往
き
ぬ
。
幽
途
綿
邈
と
し
て
資
糧
有
る
こ
と
無

し
。
苦
海
悠
深
と
し
て
船
筏
安
ん
ぞ
寄
せ
ん
。
賢
聖
に
訶
弃
せ
ら
れ
て
恃
怙

す
る
所
無
し
。
冥
冥
と
し
て
独
り
往
く
。
誰
か
是
非
を
訪
わ
ん
。
譬
え
ば
野

忽
に
頭
を
断
れ
ん
こ
と
を
聞
く
が
如
く
、
牛
を
駈
け
て
屠
所
に
至
る
が
如

し
。
年
事
稍や
や

去
り
、
刀
風
奢
か
ら
ず
、
豈
に
晏
然
と
し
て
坐
し
て
酸
痛
を
待

つ
べ
け
ん
や
。
南
無
阿
弥
陀
仏

　
　

説
時
説
処
勝
第
三
十
九

詳
す
る
に
夫
れ
三
五
夜
の
新
月
、
景
を
明あ
か
し石

の
浦
浪
に
宿
す
と
き
は
、
則

ち
其
の
光
弥
い
よ
い
よ

朗
に
十
八
公
の
老
松
、
高
砂
の
尾お
の
み上
に
行
を
為
す
と
き
は
、

則
ち
厥
の
名
、
倍
ま
す
ま
す

高
し
。
吉
野
泊は
つ
せ瀬
の
桜
華
は
其
の
価あ
た
い直
是
れ
千
金
、
立

田
小
倉
の
紅
葉
は
厥
の
感
興
迺
ち
万
端
な
り
。
此
の
四
つ
の
物
は
処
に
由
り

て
其
の
佳
名
を
得
た
る
者
を
や
。
吾
が
宗
の
三
部
の
妙
典
、
其
れ
然
ら
ざ
ら

ん
や
。
原
る
に
夫
れ
耆
崛
は
衆
聖
設
化
の
壇
場
、孤
園
は
諸
仏
転
輪
の
霊
砌
、



摩
訶
陀
国
は
十
六
国
に
卓
犖
し
、
王
赦
城
都
は
六
大
城
に
超
絶
せ
り
。
且
つ

処
の
最
勝
な
る
は
是
れ
王
家
、
人
の
尊
貴
は
乃
ち
皇
后
な
り
。
爰
に
別
意

六
八
の
秋
月
は
光
を
鷲
峰
山
の
巓
い
た
だ
きを
耀
か
し
、
持
名
七
朝
の
春
華
は
薫
を
逝

多
林
の
梢
に
発
す
。
亦
ま
た
ま
た

仏
従
口
出
の
霊
光
は
専
ら
洴
沙
大
王
の
玉
弁
を
照

し
、
尊
号
妙
行
の
葵
華
は
正
し
く
毘
提
夫
人
の
後
宮
に
開
く
。
之
れ
を
以
て

之
れ
を
言
わ
ば
、
吾
門
の
三
部
は
是
れ
諸
教
の
最
頂
な
る
者
か
。

請
い
問
う
。
曰
く
、『
法
華
論
』
に
云
く

(90)、

此
の
法
門
の
中
に
二
種
勝
義
成
就
を
示
現
す
。
此
の
義
応
に
知
る
べ

し
。
何
等
を
か
二
と
為
す
。
一
に
は
諸
法
門
中
の
最
勝
の
義
成
就
を
示

現
し
、
二
に
は
自
在
功
徳
の
義
成
就
を
示
現
す
。
王
舎
城
の
如
き
は
一

切
諸
余
の
城
舎
に
勝
れ
、
耆
闍
崛
山
の
余
の
諸
山
に
勝
れ
た
る
こ
と
、

此
の
法
門
の
最
勝
な
る
義
を
顕
す
が
故
に
已上
と
。

山
王
院
大
師
『
論
の
記
』
に
曰
く

(91)、

「
初
如
王
舎
勝
」
等
と
は
、
且
く
能
統
を
舉
ぐ
。
一
天
下
に
於
て
、
王

舎
城
を
以
て
最
も
其
の
上
と
為
す
。
摩
掲
中
天
の
国
は
三
千
の
日
月
中

央
に
居
し
、
即
ち
五
天
の
正
中
な
り
。
此
の
城
最
中
な
れ
ば
輪
王
累
代

(90)  

菩
提
流
支
訳
『
法
華
経
論
』（
正
蔵
二
六
・
一
中
）。

(91)  

円
珍
『
法
華
論
記
』（『
日
仏
全
』
二
五
・
三
下
）。



之
れ
を
都
と
す
。
六
大
城
の
中
の
極
な
れ
ば
、
以
て
勝
と
為
す
。
故
に

「
勝
余
一
切
城
舎
」
と
言
う
乃至
次
に
「
耆
闍
崛
勝
」
と
は
、
次
に
所
統
を

顕
す
。
五
山
の
中
に
於
て
、
此
の
山
独
ち
勝
れ
た
り
。
故
に
勝
余
と
言

う
。
一
切
の
諸
仏
皆
な
此
の
山
に
住
す
。
是
れ
は
能
住
に
従
い
て
勝
れ

た
り
と
す
。
三
世
の
正
覚
、
恒
に
其
の
中
に
於
て
『
法
華
経
』
を
説
く
。

是
れ
は
法
門
に
従
い
て
勝
れ
た
り
と
為
す
已上
と
。

又
た
嘉
祥
大
師
の
『
宝
窟
』
に
曰
く

(92)、

『
法
華
論
』に
云
く
、城
山
最
勝
な
る
は
経
の
勝
る
る
こ
と
を
表
す
。『
十

地
論
』
に
言
く
、
此
の
法
勝
る
る
が
故
に
、
初
時
及
び
勝
処
に
在
り
て

説
く
と
。
此
の
二
論
に
依
る
に
、
即
ち
化
主
時
処
を
以
て
説
経
序
に
属

す
。『
智
度
論
』
に
依
ら
ば
、
時
方
人
を
説
き
て
信
を
生
ぜ
し
む
る
が

故
に
、
伝
経
序
に
属
す
已上
と
。

此
れ
等
は
皆
、
説
処
の
優
劣
に
由
り
て
教
法
に
高
卑
有
る
こ
と
を
判
ず
。
今

も
亦
、
然
る
べ
し
。
学
者
省
察
せ
よ
。

問
て
曰
く
、
夫
れ
一
乗
三
乗
の
天
馬
は
霊
鷲
山
の
阿く
ま

に
済せ
い
せ
い済
た
り
三
車
四

車
の
転
輪
は
給
孤
園
の
砌
に
轟
轟
た
り
。
夫
れ
若
し
一
処
に
於
て
他
経
を
説

(92)  

吉
蔵
『
勝
鬘
宝
窟
』（
正
蔵
三
七
・
七
上
）



か
ば
、
全
く
一
勝
一
劣
の
義
を
成
ず
べ
か
ら
ず
、
如
何
。
亦
た
如
来
、
八
国

陛
下
の
致
請
に
赴
き
善
逝
、
勝
鬘
夫
人
の
宮
室
に
入
り
玉
い
し
等
、
是
れ
豈

に
天
子
皇
后
の
み
を
益
す
る
に
非
ず
や
。
若
し
爾
ら
ば
、
所
立
更
に
成
立
せ

ざ
る
者
か
。

答
て
曰
く
、
此
の
難
、
更
に
小
子
に
は
関
ら
ず
。
応ま

さ当
に
先
ず
世
親
論
主

を
沮は
ば

み
、次
に
金
陵
智
証
を
謗
る

(93)べ
し
。
若
し
難
破
襲
い
来
る
こ
と
有
ら
ば
、

三
聖
定
ん
で
通
会
有
ら
ん
。
且
く
其
の
時
小
子
、
夫
の
三
賢
の
義
趣
に
与く
み

し

て
、
以
て
君
が
邪
難
を
撥
却
せ
ん
。

問
て
曰
く
、
説
処
の
優
劣
に
由
り
て
、
教
行
の
浅
深
を
成
ず
る
こ
と
甚
だ

以
て
不
明
な
り
。
夫
れ
天
上
は
是
れ
勝
妙
の
依
処
、
人
中
は
乃
ち
卑
劣
の
器

界
な
り
。
然
に
方
等
大
集
の
妙
文
は
欲
色
界
の
間
に
於
て
之
れ
を
説
き
、
寂

照
如
来
の
内
証
は
第
四
禅
の
中
に
在
り
て
之
れ
を
宣
べ
玉
え
り
。
最
初
頓
説

の
華
厳
は
是
れ
欲
天
上
四
の
説
、
二
十
九
年
の
般
若
は
迺
ち
第
六
他
化
の
説

な
り
。
若
し
爾
ら
ば
当
に
法
界
唯
心
の
玄
旨
、
尽
浄
虚
融
の
空
理
等
を
以
て

衆
典
の
最
頂
と
為
す
べ
し
。

答
て
曰
く
、
此
の
難
非
な
り
。
夫
れ
諸
仏
利
生
の
本
意
は
其
れ
志
唯
た
だ
た
だ

人

(93)  「
誥
し
る
」
と
あ
る
が
、「
謗
る
」
の
誤
り
と
判

断
し
て
改
め
た
。



間
に
在
り
て
余
に
は
非
ず
。
所
以
に
三
世
成
道
の
金
座
は
摩
竭
提
国
に
在

り
。
衆
聖
大
般
の
宝
床
は
双
樹
林
下
の
み
に
立
つ
。
八
相
已
に
人
趣
に
局
る
。

本
懐
豈
に
余
道
に
亘
ら
ん
や
。
今
説
処
の
上
下
に
由
り
て
、
教
法
に
高
卑
有

る
の
義
を
存
す
る
こ
と
は
、
是
れ
則
ち
人
間
の
処
処
に
於
て
、
以
て
此
の
義

を
成
立
す
る
の
み
。
学
者
迷
い
を
致
す
こ
と
勿
れ
。

問
て
曰
く
、
何
意
有
て
か
、
人
中
を
以
て
正
機
と
為
す
。
余
趣
を
以
て
傍

徒
と
為
る
や
。

答
て
曰
く
、
此
れ
に
二
義
有
り
。
一
に
は
天
上
は
妄
楽
多
き
が
故
に
厭
離

の
心
を
生
ず
る
こ
と
難
し
、
厭
離
の
心
生
ぜ
ざ
る
が
故
に
、
解
脱
を
求
む
る

心
無
し
。
解
脱
を
求
む
る
の
心
無
き
故
に
、
生
死
に
堕
在
す
。
生
死
に
堕
在

す
る
が
故
に
解
脱
の
心
無
し
。
解
脱
の
心
無
き
が
故
に
厭
離
の
心
無
し
。
厭

離
の
心
無
き
が
故
に
妄
楽
に
貪
著
す
。
故
に
三
世
の
法
王
、
十
方
の
法
主
、

皆
同
じ
く
上
二
天
上
に
出
世
し
玉
わ
ざ
る
な
り
。
二
に
は
、
曰
く
人
間
の
衆

生
は
報
得
通
無
き
が
故
に
、
天
堂
に
上
る
こ
と
惟
れ
難
く
、
海
岳
に
到
る
こ

と
亦
た
難
し
。
余
趣
の
群
類
は
生
得
通
有
る
が
故
に
、
人
中
に
来
臨
す
る
こ

と
甚
だ
易
し
。
如
来
六
趣
の
一
切
を
し
て
同
時
に
之
れ
を
化
益
せ
し
め
ん
と



欲
す
る
が
故
に
、
人
中
に
出
現
し
て
余
界
に
は
出
世
し
玉
わ
ざ
る
な
り
。

問
て
曰
く
、
若
し
爾
ら
ば
、
焉
ん
ぞ
論
蔵
の
中
に
上
二
下
三
を
非
し
て
欲

の
人
天
を
以
て
如
来
出
現
の
処
と
為
す
と
云
う
や
。

答
て
曰
く
、
此
の
難
非
な
り
。
是
れ
は
成
道
の
処
を
指
す
に
は
非
ず
。
只

だ
是
れ
適
時
摂
化
の
処
を
顕
す
の
み
。

問
て
曰
く
、『
般
若
』
等
の
大
部
衆
典
、
或
は
耆
山
に
於
て
之
れ
を
説
き
、

或
は
逝
林
に
在
り
て
之
れ
を
宣
べ
玉
え
り
。
若
し
爾
ら
ば
、今
の
所
立
如
何
。

答
て
曰
く
、
他
経
は
或
は
一
、
或
は
二
に
し
て
未
だ
必
ず
し
も
三
を
具
せ

ず
。
今
典
は
具
に
三
箇
の
勝
場
に
在
り
て
之
れ
を
説
け
り
。
二
一
と
具
三
と

其
の
優
劣
、学
者
知
り
ぬ
べ
し
。
抑
よ
く
よ
く

吾
門
の
経
典
の
三
処
周
備
せ
る
こ
と
は
、

宛
も
同
席
に
し
て
琴
詩
酒
を
戯あ
そ

ぶ
が
如
く
、
亦
た
一
時
に
雪
月
華
を
翫
う
に

似
た
り
。
他
経
の
一
二
を
具
う
る
や
。
譬
ば
泊は
つ

瀬せ

山
に
は
華
の
み
有
り
、
姨

弃
山
に
は
月
の
み
有
る
が
如
く
に
相に

た似
り
仏
家
の
好
士
、
其
の
賞
不
、
奈
何

ん
。問

て
曰
く
、
他
経
は
一
部
に
一
二
を
具
し
、
今
経
は
一
処
に
一
会
有
り
。

二
と
一
と
其
の
義
如
何
ん
。



答
て
曰
く
、
夫
れ
三
会
の
三
部
は
吾
門
の
正
依
な
り
。
若
し
爾
ら
ば
只
た
だ
た
だ

是
れ
自
家
の
光
華
の
み
、
已
上
。
説
処
の
勝
劣
に
由
り
て
教
行
に
高
卑
有
る

こ
と
を
明
し
訖
ん
ぬ
。

次
に
説
時
と
言
う
は
、
夫
れ
再
生
敗
種
は
是
れ
如
来
の
心
腑
、
顕
本
遠
寿

は
乃
ち
調
御
の
咽
喉
な
り
。
且
く
爰
に
法
王
、
運
啓ひ
ら

け
嘉
会
時
至
て
出
世

八
九
の
載
、
初
め
て
広
略
に
開
三
し
法
譬
を
も
っ
て
、
闡
揚
し
玉
う
。
然
に

王
舎
の
逆
事
を
憫あ
わ
れ
ん
で
忽
に
実
相
本
懐
の
梵
莚
を
抛
て
、
速
に
大
悲
出
世
の

本
懐
を
遂
げ
、
鷲
嶺
従
り
没
し
て
鳳
闕
に
於
て
出
で
玉
う
。
斯
れ
は
是
れ
牟

尼
薄
伽
、
三
学
式
内
の
教
行
を
捨
て
、
六
字
尊
号
の
別
業
を
取
ら
し
め
ん
と

欲
し
玉
う
の
謂
な
り
。

原
る
に
夫
れ
三
十
年
後
、
八
教
已
に
竟
ぬ
れ
ば
全
く
余
乗
の
法
輪
を
転
ず

べ
か
ら
ず
と
雖
も
、
如
来
七
十
三
の
祀
、
西
方
の
説
時
已
に
至
る
が
故
に
、

第
一
の
法
華
を
閣
き
て
、
無
上
の
摩
尼
を
取
り
玉
え
り
。
二
道
の
高
卑
其
れ

如
何
ん
。
本
懐
の
上
の
本
懐
。
是
れ
一
層
級
な
り
。
利
物
の
上
の
利
物
、
乃

ち
一
鞭
進
な
る
の
み
。
何
が
故
ぞ
一
層
一
鞭
な
る
や
。
是
れ
則
ち
難
易
勝
劣

の
不
同
、
自
他
二
摂
の
殊
異
あ
れ
ば
な
り
。
嗚
呼
痛
ま
し
い
か
な
。
設
い
不



死
国
の
人
と
雖
も
、
豈
に
絶
気
の
日
無
か
ら
ん
や
。
設
い
無
脛
国
の
人
の
如

く
、
再
び
蘇
活
す
と
雖
も
、
要
ず
須
く
永
滅
の
期
有
る
べ
し
。
設
い
鬼
を
呑

み
て
飯
と
為
す
と
雖
も
、
阿
防
獄
卒
は
甚
だ
餐
み
難
く
、
設
い
千
甘
を
嘗
め

て
楽
を
生
ず
と
雖
も
、
鉄
丸
洋
銅
は
尤
も
飲
み
が
た
し
。
於あ
あ

、
五
住
の
係
蹄
、

脚は
ぎ

在
り
。
闔な

ん
ぞ
其
の
足
を
絶
ち
て
称
揚
せ
ざ
ら
ん
や
。
三
妄
の
蝮
蛇
、
手

に
在
り
。
盍な

ん
ぞ
厥そ

の
節
を
断
ち
て
持
念
せ
ん
や
。
若
し
二
念
の
行
儀
を
専

ら
に
せ
ば
、
印
滅
し
文
成
ぜ
ん
こ
と
今き
ょ
う
に
在
り
、
明あ
す

に
在
り
。
南
無
阿
弥
陀

仏
。

浄
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